
平
間
寺
蔵

「高
野
大
師
行
状
図
画
」
考

十
巻
本
系
第
六
巻
の
検
討
を
か
ね
て

　

塩

出

貴

美

子

は
じ
め
に

平
間
寺
本
と
金
剛
福
寺
本

37

神
奈
川
県
川
崎
市
に
あ
る
平
間
寺
は
、
川
崎
大
師
の
通
称
で
知
ら
れ
る
真
言
宗

智
山
派
の
名
刹
で
あ
る
。
開
創
は
大
治
三
年

(
=

二
八
)
と
伝
え
ら
れ
、
古
く

か
ら
厄
除
大
師
と
し
て
人
々
の
信
仰
を
集
め
て
き
た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る

「高

野
大
師
行
状
図
画
」

一
巻

(以
下
、
平
間
寺
本
と
称
す
る
)
は
、
近
年
、
こ
の
平

間
寺
の
所
有
に
帰
し
た
も

の
で
あ
る

(注

1
)
。
第
六
巻
の
み
の
端
本
で
あ
る
が
、

丁
寧
な
描
写
と
美
麗
な
彩
色
が
施
さ
れ
た
優
品
で
あ
り
、
大
師
伝
絵
巻
の
新
た
な

作
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
昨
年
十
二
月
に
行

っ
た
調
査
の
結
果
、

本
絵
巻
は
高
知
県
土
佐
清
水
市
足
摺
岬
の
金
剛
福
寺
に
伝
存
す
る
同
名
の
絵
巻
と

元
来
は

一
具
の
も

の
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
そ
の
点
を
明

ら
か
に
し
、
次

い
で
同
系
統
の
作
品
と
比
較
し
て
、
本
絵
巻
の
位
置
付
け
を
考
察

す
る
こ
と
に
し
た
い
。

(
一
)
平
間
寺
本
の
概
要

高
野
大
師
こ
と
弘
法
大
師
空
海
の
伝
記
絵
巻
に
は
種
々
の
作
品
が
伝
存
す

る
。
そ
れ
ら
は
梅
津
次
郎
氏
に
よ

っ
て
、
①

「高
祖
大
師
秘
密
縁
起
」
十

巻
、
②

「高
野
大
師
行
状
図
画
」
六
巻
、
③

「高
野
大
師
行
状
図
画
」
十

巻
、
④

「弘
法
大
師
行
状
絵
詞
」
十

二
巻
、
⑤
版
本

「高
野
大
師
行
状
図

画
」
十
巻
、
以
上
五
系
統
に
分
類
整
理
さ
れ
て
い
る

(注
2
)
。
こ
の
う
ち

最
も
よ
く
流
布
し
た
と
思
わ
れ
る
の
は
、
⑤

の
版
本
は
別
と
し
て
、
肉
筆

本
で
は
③

「高
野
大
師
行
状
図
画
」
十
巻

の
系
統

(以
下
、
十
巻
本
と
称

す
る
)
で
あ
る
。
平
間
寺
本
も
そ
の

一
つ
で
あ
り
、
十
巻
の
う
ち
の
第
六

巻
に
あ
た
る
。

平
間
寺
本
は
、
巻
頭
に

「高
野
大
師
行
状
図
画
第
六
」
の
内
題
を
有
し
、

続
い
て

「恵
日
草
創
」
か
ら

「龍
泉
涌
出
」
ま
で
十
二
の
事
蹟
名
称
を
記

し
た
目
次
を
掲
げ
る

(挿
図
1
)
。

一
事
蹟
を

一
段
で
表
し
て
お
り
、
全
十

平成17年9月2日 受理 率文学部文化財学科教授
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螂
鴻
、↓
.

、

.

馨

、

ご
、

、
、

ご

磁

誉

轟

塞
蒙

団警

麓

鱗
列
佃
南

巻
馨

覇

姦

尋
繍

え
嬉
合
客

《
糞

小
嘘
雄
雀

5
琴

傭

ゐ
9
愚

移
融
頓
饗

、
恵

駐

鶉

聖

、

。・

ム
廣
毒

ぞ
δ
豪
塗馨

づ箋

警

馨

雛

難

編

灘

寝
ゼ金峯

婁

甕

平

蒙

蓼

太
典
寒

、ゑ
藤
篠

-

ー

森
図

3
杢
互
嚢

塑

蜜

遜

騰

騨

挿挿図2久 保家旧蔵本第十巻巻頭

挿
図

3

懐

㌦

撫

、

目

挿

図

4

平
間
寺
本
署
名

,「

、
.購

曝
螺
譲
潤

轟

麟

　孫

.,
{

久
保
家
旧
蔵
本
第
五
巻
署
名

挿
図
5

久
保
家
旧
蔵
本
第
七
巻
署
名

挿
図
6

久
保
家
旧
蔵
本
第
十
巻
奥
書

二
段
の
構
…成
で
あ
る
。
各
段
の
詞
書
に
も
標
題
が
付
さ
れ
る
が
、
十
二
段

中
十
段
は
目
次
と
若
干
表
記
を
異
に
す
る
。
こ
の
よ
う
な
内
題
、
目
次
、

標
題
の
形
式
は
、
い
ず
れ
も
十
巻
本
に
共
通
す
る
特
徴
で
あ
る
。
巻
末
に

は

「道
周
」
の
署
名
と
花
押

(挿
図
3
)
が
あ
り
、
こ
れ
が
本
絵
巻
と
金

剛
福
寺
本
を
繋
ぐ
鍵
と
な
る
。

料
紙
は
二
十
枚
で
首
尾
完
備
し
て
い
る
。
各
料
紙

の
右
下
裏
面
に
通
し

番
号
が
付
さ
れ
て
お
り
、
第

一
紙
に
は
確
認
で
き
な
か

っ
た
が
、
第
二
紙

の

「六
ノ
ニ
」
か
ら
第
二
十
紙

の

「
六
ノ
廿
」
ま
で
は
連
続
し
て
い
る
。

各
料
紙
の
法
量
は
表
1
の
通
り
で
あ
る
。
保
存
状
態
は
良
好
で
あ
る
が
、

装
丁
は
近
年
改
め
ら
れ
て
お
り
、
表
紙
、
軸
付
紙
お
よ
び
軸
首
は
新
し
い

も
の
に
取
り
替
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
箱
も
新
造
で
あ
る

(注
3
)
。

本
絵
巻
は
、

一
九
九
六
年
十
月
五
日
か
ら
十

一
月
十
日
ま
で
、
横
浜
市

市
民
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
た

「弘
法
大
師
信
仰
展
」
に
出
陳
さ
れ

た
。
ち
な
み
に
筆
者
が
本
絵
巻
の
存
在
を
知

っ
た
の
は
、
こ
の
時
で
あ
る
。

展
示
さ
れ
て
い
た
の
は

一
部
の
み
で
あ

っ
た
が
、
図
録
に
は
巻
頭
か
ら
第

四
段

「讃
州
劔
山
」
の
詞
書
途
中
ま
で
、
お
よ
び
第
九
段

「小
児
活
生
」

の
詞
書
途
中
か
ら
第
十
二
段

「龍
泉
涌
出
」
の
詞
書
途
中
ま
で
の
ニ
カ

ッ

ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

(注
4
)
。
合
わ
せ
る
と
詞
は
五
段
の
全
文
と
三
段

の
各

一
部
、
絵
は
六
段
の
全
図
と
な
り
、
絵
巻
全
体
の
約
半
分
に
相
当
す

る
。
し
か
し
、
解
説
は

「当
絵
巻
は
、
元
応
本

(『高
野
大
師
行
状
図
画
』

十
巻
)
の
系
統
を
引
く
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
弘
法
大
師
信
仰
の
広
が

り
の
な
か
で
制
作
さ
れ
た
絵
巻
で
あ
ろ
う
。」
と
簡
略
に
述
べ
る
だ
け
で
、
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塩出:平 間寺蔵 「高野大師行状図画」考39

表1平 間寺本法量表

(単位cm)

33.2

27.8

妬

弱

弱

貯

妬

娼

妬

娼

娼

63

銅

娼

50

昴

姐

娼

56

60

麗

妬

路

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

1

高 さ

表 紙
第1紙

第2紙

第3紙

第4紙

第5紙

第6紙

第7紙

第8紙

第9紙

第10紙

第11紙

第12紙

第13紙

第14紙

第15紙

第16紙

第17紙

第18紙

第19紙

第20紙

軸付紙

(測定:塩 出)

 

「道
周
」

の
署
名
に
も
言
及
し
て
い
な

い
。
な
お

「元
応
本
」
は
十
巻
本
の
別
称

で
あ
る
。
制
作
年
代
に

つ
い
て
は

「江
戸
時
代
」
と
表
記
し
て
い
る
が
、
実
際
に

は
、
後
述
す
る
よ
う
に
応
永
二
十
二
年

(
一
四

一
五
)
秋
か
ら
同
二
十
三
年

(
一

四

一
六
)
三
月
に
か
け
て
制
作
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

そ

の
後
、
筆
者
も

一
度
だ
け
本
絵
巻
に
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る
が

(注

5
)、

管
見

の
限
り
、
本
絵
巻
に
つ
い
て
の
所
見

は
他
に
見
あ
た
ら
な
い
。

(
二
)
金
剛
福
寺
本
の
概
要

高
知
県
土
佐
清
水
市

の
足
摺
岬

の
突
端

に
あ
る
金
剛
福
寺
は
、
弘
仁
十
三
年

(八
二
二
)
、
嵯
峨
天
皇

の
勅
願
を
受
け

て
空
海
が
開
創
し
た
と
伝
え
れ
ら
る
真

言
宗

の
古
刹
で
あ
り
、
四
国
八
十
八
箇
所

霊
場
の
三
十
八
番
札
所
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
金
剛
福
寺
が
所
蔵
す
る

コ
局
野
大
師
行
状
図
画
」

(以
下
、
金
剛
福
寺
本
と

称
す
る
)
に
つ
い
て
は
、
文
化
財
保
護
委

員
会
が
昭
和
四
十
二
年

(
一
九
六
七
)

五
月
に
行

っ
た
文
化
財
集
中
地
区
特
別
総
合
調
査

(高
知
県
)
の
報
告
書
に
、
真

保
享
氏
に
よ
る
論
考
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

(注

6
)。
こ
れ
に
し
た
が

っ
て
金
剛

福
寺
本

の
要
点
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

・
巻

一
、
巻
二
、
巻
三
、
巻
四
、
巻
九
の
五
巻
分
が
あ
る
。

・
表
紙
は
紺
紙
で

「大
師
行
状
図
画
第

一

(二
…
)
」
の
外
題
を
朱
書
す
る
。
見

返
は
白
。

・
本
紙

の
寸
法
は
縦
三
三

・
ニ
セ
ン
チ
、
横
約
四
四
セ
ン
チ
。

・
「高
野
大
師
行
状
図
画
第

一

(二
…
)」
の
内
題
、
目
次
、
各
段
標
題
が
あ
る
。

内
容
は
元
応
本

(十
巻
本
)
に

一
致
す
る
が
、
各
巻
に
錯
簡
や
欠
脱
が
目
立

つ
。

・
第

一
巻
末
に

「道
周
」
、
第
四
巻
と
第
九
巻
末
に

「道
周
筆
」
の
墨
書
が
あ
る
。

第
二
巻
と
第
三
巻
は
巻
末
を
失

っ
て
い
て
不
明
。

・
本
絵
巻
は
、
昭
和
三
十
八
年

(
一
九
六
三
)
十

一
月
に
東
京
国
立
文
化
財
研
究

所

の
開
所
記
念
に
行
わ
れ
た

「稀
観
絵
巻
物
展
観
」
に
出
陳
さ
れ
た
大
阪
久
保

惣
太
郎
氏
所
有

「高
野
大
師
行
状
図
画
」
(応
永
二
十
三
年
本
)
四
巻
と
す
べ

て
が
符
合
す
る
。

・
久
保
家
本
は
巻
五
、
巻
七
、
巻
八
、
巻
十
の
四
巻
。
巻
十
に
左
記
の
奥
書

(挿

図
6
)
が
あ
り
、
制
作
年
代
、
詞
お
よ
び
絵
の
筆
者
、
願
主
が
明
ら
か
に
な
る
。

絵

の
筆
者
名
は
金
剛
福
寺
本
の
墨
書
と

一
致
す
る
。
清
浄
心
院
は
高
野
山
に
現

存
す
る
が
、
空
心
院
や
金
剛
手
院
は
廃
院
と
な

っ
て
い
る
。

「干
時
鷹
永
廿
二
年
自
秋
之
比
始
同
至
廿
三
年

春
三
月
之
候
書
斯
筆

執
筆

空
心
院
住
侶
善
澄
甜

書
工
清
浮
心
院
住
僧
道
周
杁

願
主
金
剛
手
院
権
少
僧
都
祐
寳
」

　
ナ
ニ

以
上
の
こ
と
か
ら
、
金
剛
福
寺
本
は
十
巻
本
の
体
裁
と
内
容
を
備
え
た
も
の
で
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あ
り
、
欠
失
す
る
五
巻
の
う
ち
第
六
巻
を
除
く
四
巻
は
当
時
既
に
久
保
氏
の
所
有

と
な

っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
金
剛
福
寺
本
第

一
巻
、
第
四
巻
、
第
九

巻
末
の
墨
書
お
よ
び
久
保
家
本
第
十
巻
の
奥
書
に
よ
り
、
こ
の
絵
巻
を
描
い
た
の

は

「道
周
」
で
あ
り
、
平
間
寺
本
に
記
さ
れ
た
署
名
と
同
名
の
絵
師
で
あ

っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
で
、
久
保
氏
が
入
手
し
た
時
期

に
つ
い
て
は
、
東
京
国
立
文
化
財
研
究

所

(以
下
、
東
文
研
と
略
称
す
る
。
注
7
)
に
寄
贈
さ
れ
た

「梅
津
次
郎
氏
蒐
集

絵
巻
資
料
」
に
含
ま
れ
る
当
該
絵
巻
の

一
部
を
撮
影
し
た
写
真
資
料
か
ら
、
昭
和

三
十
四
年

(
一
九
五
九
)
四
月
三
日
以
降
、
同
三
十
七
年

(
一
九
六
二
)
六
月
三

日
ま
で
の
問
で
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る

(注
8
)。
け
れ
ど
も
、
現
在
、
久
保
惣

記
念
美
術
館
に
は
収
蔵
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
昭
和
五
十
七
年

(
一
九
八
二
)
の

同
館
設
立
以
前
に
手
放
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
の
消
息
は
残
念

な
が
ら
不
明
で
あ
る
。

し
か
し
、
幸

い
な
こ
と
に
東
文
研
に
は
先
述
の

「稀
観
絵
巻
物
展
観
」
の
開
催

時
に
撮
影
さ
れ
た
四
巻
全
体
の
写
真
が
保
管
さ
れ
て
い
る

(挿
図
2
)
。
ま
た
、

そ
の
際
に
測
定
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
法
量
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、

四
巻
と
も
巻
尾
欠
け
る
と
こ
ろ
な
く
、
十
巻
本
の
体
裁
と
内
容
を
完
備
し
て
い
る
。

第
五
巻
と
第
七
巻
の
巻
末
に
は

「道
周
」

の
署
名
と
花
押
が
あ
る

(挿
図
4

・
5
)
。

そ

の
筆
跡
は
平
間
寺
本

の
そ
れ
と

一
致
し

て
お
り
、
こ
れ
に
よ

っ
て
金
剛
福
寺

本

・
久
保
家
旧
蔵
本
の

「僧
道
周
」
と
平
間
寺
本
の

「道
周
」
が
同

一
人
物
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、
第
五
巻
で
は
半
分
以
上
を
軸
に
巻
き
込
ま
れ

て
い
る
。
第
八
巻
に
は
な
い
が
、
絵
の
末
尾
と
軸
の
間
が
わ
ず
か
し
か
な
い
の
で
、

軸
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
第
十
巻
に
も
な

い
が
、
こ
こ
に
は
真

保
氏
が
紹
介
さ
れ
た
奥
書
が
あ
る
。
こ
の
奥
書
は
詞
書
と
同
筆
で
あ
る
。

(三
)
平
間
寺
本
の
出
自

さ
て
、
金
剛
福
寺
本
と
久
保
家
旧
蔵
本
に
平
間
寺
本
を
加
え
る
と
、
ち
ょ
う
ど

十
巻
が
相
揃
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
、
こ
の
三
者
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
た
だ

し
、
金
剛
福
寺
本
に
つ
い
て
は
許
可
が
下
り
な
か

っ
た
た
め
未
調
査
で
あ
る
の
で
、

麟

挿 図7平 間寺本 の人物表現

(第三段 「銀御 山」)

星 矧 劇Lこ浦冊 》'

挿図8久 保家旧蔵本の人物表現

(第五巻第五段 「水神求福」)

真
保
氏
の
報
告
を
た

よ
り
と
す
る
が
、
同

報
告
書
に
は
図
が
掲

載
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
東
文
研
の

「梅
津
次
郎
氏
蒐
集

絵
巻
資
料
」

の
な
か

の
写
真
を
参
考
に
し

た

(注
9
)
。

ま
ず
、
内
題
、
目

次
、
標
題
の
形
式
は

十
巻
と
も
全
く
同
じ

で
あ
る
。
詞
書
は
金

剛
福
寺
本

・
久
保
家

旧
蔵
本
は
奥
書
通
り
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オ

な
ゆ

罐

選
論
∵

も

、瓢

、

、薄
鑑

疑

、憾

㎝

.壽

轡

婆

響

薗

い
,、

∵撫

憐
挿図9平 間寺本の風景表現(第 八段 「大峰修行事」)

1欝 猟:・

挿 図10久 保家 旧蔵本 の風景表現

(第五巻 第三段 「加持霊水」

す
べ
て
同
筆
で
あ
り
、
平
間
寺

本
も
こ
れ
と
同
筆
と
み
て
よ
い
。

絵
は
、
人
物
は
細
や
か
な
筆
致

で
表
情
豊
か
に
表
さ
れ
る
の
に

対
し
、
風
景
は
太

い
墨
線
よ
る

荒
々
し
い
岩
の
表
現
が
目
立

つ

が
、
そ
れ
ら
は
十
巻
と
も
に
共

通
す
る
特
徴
で
あ
る

(挿
図
7

～
10
)
。
「道
周
」
の
署
名
あ
る

い
は
奥
書
が
あ
る
七
巻
が
同
筆

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
が
、
署
名
の
な
い
三
巻

(金

剛
福
寺
本
第
二
巻

・
第
三
巻
、

久
保
家
旧
蔵
本
第
八
巻
)
に
つ

い
て
も
道
周

の
筆
に
な
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
、
真

保
氏
は
金
剛
福
寺
本
の
第
四
巻

と
第
九
巻
の
墨
書
を

「道
周
筆
」

と
し
て
い
る
が
、
三
文
字
目
は

「筆
」
で
は
な
く
花
押
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
法
量
は
、
金
剛

福
寺
本
は
縦
三
三

・
ニ
セ
ン
チ
、

横
約
四
四
セ
ン
チ
と
あ
る
が
、
久
保
家
旧
蔵
本
は
縦
三
三

・
○
～
三
三

・
四
セ
ン

チ
、
横
は
四
五
セ
ン
チ
前
後
が
大
半
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
平
間
寺
本

(表
1

参
照
)
も
含
め
、

一
具
の
絵
巻
と
し
て
の
許
容
範
囲
内
に
収
ま

っ
て
い
る
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
平
間
寺
本
が
金
剛
福
寺
本
お
よ
び
久
保
家
旧
蔵
本
か
ら
欠

落
し
て
い
た
第
六
巻
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
真
保
氏
に
よ
れ
ば
、
明
治

三
十
三
年

(
一
九
〇
〇
)
の
富
山
房
発
行

『大
日
本
地
名
辞
書
』
に
は

「足
摺
山

寺
の
大
師
絵
伝
は
十
巻
、
応
永
廿
三
年
の
奥
書
あ
り
云
々
」
と
あ
る
と
い
う
か
ら
、

そ
の
当
時
は
金
剛
福
寺
に
ま
だ
十
巻
が
揃

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
第
六
巻
は
、

そ
れ
以
後
の
あ
る
時
期
か
ら
、
久
保
家
に
入
る
四
巻
と
は
別
経
路
で
流
転
し
、
近

年
よ
う
や
く
然
る
べ
き
所
蔵
者
を
得
た
と
言
え
よ
う
。
な
お
、
金
剛
福
寺
に
現
存

す
る
五
巻
は
、
昭
和
四
十
八
年

(
一
九
七
三
)
八
月
八
日
付
で
高
知
県
の
指
定
文

化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

二

詞
書
の
比
較

次
に
、
平
間
寺
本
を
同
系
統
の
諸
作
品
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
本
来
な
ら
金
剛

福
寺
本
お
よ
び
久
保
家
旧
蔵
本
も
含
め
十
巻
全
体
の
比
較
を
行
う
べ
き
で
あ
る
が
、

紙
数
の
制
約
も
あ
り
、
本
稿
で
は
平
間
寺
本
、
す
な
わ
ち
第
六
巻
の
み
に
と
ど
め

る
。
平
間
寺
本
が
属
す
る
十
巻
本
系
統
の
な
か
で
第
六
巻
が
現
存
す
る
作
品
は
十

件
ば
か
り
あ
る

(注

10
)
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
な
か
か
ら
平
間
寺
本
に
先
行
す
る

白
鶴
美
術
館
本

(元
応
元
年
、

一
三

一
九
)
と
延
暦
寺
本

(応
永
十
四
年
、

一
四
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表2「 高野大師行状図面」第六巻
詞書対校結果一覧

件数 割合
1延 ・平 ・大 に共通の異 同 139 63.7%

①平仮名→漢字 77 35.3%

②漢字→平仮名 8 3.7%

③仮名遣い 28 12.8%

④字句の出入 14 6.4%

⑤字句の異同 12 5.5%

2延 のみの異 同 43 19.7%

①平仮名→漢字 21 9.6%

②漢字→平仮名 7 3.2%

③仮名遣い 8 3.7%

④字句の出入 5 2.3%

⑤字句の異同 2 0.9%

3延 ・平 に共通 の異 同 1 0.5%

4平 ・大 に共通 の異 同 23 10.6%

①平仮名→漢字 zs 8.3%

②漢字→平仮名 4 1.8%

③仮名遣い 1 0.5%

5大 のみの異 同 2 0.9%

6そ の他 10 4.6%

合 計 218 100.0%

・延は延暦寺本、平は平間寺本、大 は大蔵寺本の略。

・① ～⑤ は異 同内容の内訳であ り、数字は内数である。

・「6その他」は白鶴美術館本に対し二通りの異同が生じているもの。

 

〇
七
)
、
お
よ
び
諸
作
品
の
な
か
で
図
様
が
最
も
よ
く
平
間
寺
本
に
相
似
す
る
大

蔵
寺
本

(延
徳
二
年
、

一
四
九
〇
)
、
以
上
三
点
を
比
較
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
る
。

ま
ず
、
詞
書
に
つ
い
て
は
、
制
作
年
代
が
も

つ
と
も
古
い
白
鶴
美
術
館
本
を
基

準
と
し
、
他
三
本
と
校
合
し
た
結
果
、
合

計
二

一
八
件

の
異
同
が
検
出
さ
れ
た

(表
2
参
照
、
対
校
結
果
は
本
稿
末
に
掲
載
)
。
こ
れ
を
白
鶴
美
術
館
本
の
側
か

ら
文
字
数
に
換
算
し
て
み
る
と
、
総
字
数

約
二
千
百
字
の
う
ち
二
割
弱
に
あ
た
る

約
四
百
字
に
対
し
、
他
三
本
の
い
ず
れ
か
が
異
な

っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

四
本
の
相
互
関
係
で
は
、
白
鶴
美
術
館

本
に
対
し
他
三
本
が
共
通
の
異
同
を
見

せ
る
も
の
、
す
な
わ
ち
四
本
の
な
か
で
白
鶴
美
術
館
本
の
み
が
異
な
る
も
の
が

一

三
九
件
で
も

つ
と
も
多

い
。
異
同
内
容
は
、
平
仮
名
を
漢
字
に
改
め
た
も
の
が
七

十
七
件
と
半
数
以
上
を
占
め
る
が
、
逆
に
漢
字
を
平
仮
名
に
改
め
た
も
の
は
八
件

し
か
な

い
。
仮
名
遣
い
で
は
、
白
鶴
美
術
館
本
は
格
助
詞
の

「を
」
を

「お
」
と

表
記
す
る
場
合
が
あ
り
、
こ
れ
を

「を
」
に
修
正
し
た
も
の
が
二
十
五
件
あ
る
。

ま
た
、
第
三
段

12

(算
用
数
字
は
本
稿
末
掲
載
詞
書
対
校
の
異
同
番
号
に
対
応
す

る
、
以
下
同
)
は

「を
か
せ
」
の

「を
」
を

「お
」
に
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

他

二
件

は

「
い
き
ほ
ひ
」
を

「
い
き
お
ひ
」

(第

二
段

8
)
に
、
「も
と
ゐ
」
を

「も
と
ひ
」
(第
四
段
13
)
に
他
三
本
が
書
き
誤

っ
た
も
の
で
あ
る
。
字
句
の
出

入
で
は
、
会
津
郡
の

「郡
」

(第

一
段
10
)
、
四
天
王
の

「王
」
(第
五
段
19
)
、
「柱

お
あ
ら
ひ
て
」
の

「柱
お
」

(第
七
段
35
)
、
尺
摩
詞
術
論

の

「
尺
」

(第
八
段
2
)
、

日
想
観
の

「観
」

(第
十

一
段
11
)
、
「号
す
と

い
へ
り
」
の

「と
い
へ
り
」
(第
十

二
段

31
)
が
抜
け
る
が
、
逆
に

一
字
加
え

て

「祖
師
」
を

「高
祖
師
」

(第

一
段

21
)
と
し
た
場
合
も
あ
る
。
そ
の
ほ
か
は
送
り
が
な
や
助
詞
、
動
詞

・
助
動
詞
の

活
用
語
尾
な
ど
の
出
入
で
あ
る
。
字
句

の
異
同
で
は
、
第
三
段
の
標
題

「釈
尊
出

現
」
が

「釈
迦
如
来
出
現
」
(1
)
に
な
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た

「よ
劃
道

お
ゆ
く
」
が

「よ
り
道
を
行
く
」

(第
五
段
8
)
に
な
る
の
は
意
味
が
通
じ
な
い
が
、

「か
な
ら
ひ
を
ふ
く
あ
り
」
は

「悲
を
含
め
り
」

(第
十
二
段
7
)
と
な

っ
て
よ

う
や
く
意
味
が
通
じ
る
。
そ
の
ほ
か
は

「京
溜
」
が

「京
都
」

(第

一
段
28
)
に
、

「尺
迦
」
が

「釈
迦
」

(第
三
段
6
)
に
、
「尺
尊
」
が

「釈
尊
」

(第
七
段
7

・

20
)
に
、
「渕
臣
」
が

「太
臣
」
(第
十
二
段
8

・
17
)
に
な
る
な
ど
の
漢
字
の
異

同
、
ま
た
動
詞
の
活
用
語
尾
や
助
詞
の
異
同
で
あ
る
。

次
に
、
延
暦
寺
本
の
み
が
異
な
る
も
の
は
四
十
三
件
あ
る
。
そ
の
半
数
は
や
は

り
平
仮
名
を
漢
字
に
改
め
た
も

の
で
あ
り
、
そ
の
逆
は
七
件
で
あ
る
。
仮
名
遣

い

で
は

「
い
へ
り
」
を

「
い
え
り
」
に
す
る
な
ど
の

「
へ
」
と

「え
」
の
誤
り
が
六
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件

(第

一
段
32
ほ
か
)
あ
り
、
ま
た

「も

と
ほ
る
」
を

「も
と
を
る
」
に
誤

っ
た

も

の

(第
六
段
5
)
、
「
た

・
し
う
」
を

「
た

・
し
く
」
(第
十
二
段

11
)
に
書
き

換
え
た
も

の
が
あ
る
。
字
句
の
出
入
は
、

「神
仙

の
術
」
の

「
の
術
」
が
抜
け
る
,

(第
六
段
14
)
ほ
か
は
、
送
り
が
な
を
表
記
し
た
も
の

(第

一
段
29
、
第
七
段
3
)
、

格
助
詞
の

「
の
」
の
出
入

(第
五
段
1
、
第
七
段
38
)
で
あ
る
。
字
句
の
異
同
は

「蝕
」
を

「余
」
(第

一
段
20
)
に
、
「大

臣
」
を

「太
臣
」

(第
十
二
段
1
)
に

書
き
換
え
て
い
る
。

い
ず
れ
も
詞
文
の
内
容
に
は
大
差
な
く
、
表
記
に
関
す
る
異

同
で
あ
る
。

平
間
寺
本
の
み
が
異
な
る
例
は
な

い
が
、
延
暦
寺
本
と
平
間
寺
本
に
共
通
す
る

異
同
が

一
件
あ
る
。
こ
れ
は
役
行
者
の

「役
」
を

「促
」
に
書
き
誤

っ
た
も

の
で

あ
る

(第
八
段
8
)
。
ま
た
、
大
蔵
寺
本
の
み
が
異
な
る
も
の
は
二
件
で
、
「蒼
海
」

の

「
蒼
」
を
書
き
落
と
し
た
も
の

(第
十

一
段

2
)
と
、
「龍
王
人
の
形
を
現
し

て
」

の

「形
」
を

「貌
形
」
と
し
た
も
の

(第
十
二
段
15
)
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

白
鶴
美
術
館
本
に
対
し
平
間
寺
本
と
大
蔵
寺
本
が
共
通
の
異
同
を
見
せ
る
も

の
は

二
十
三
件
あ
る
。
平
仮
名
を
漢
字
に
改
め
た
も

の
が
十
八
件
、
逆
に
漢
字
を
平
仮

名
に
改
め
た
も
の
が
四
件
、
残
る

一
件
は

「か
ま
ゑ
」
を

「か
ま

へ
」
に
修
正
し

た
も
の

(第
六
段
2
)
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
表
記
に
関
す
る
異
同
で
は
あ
る
が
、

四
本
の
な
か
で
平
間
寺
本
と
大
蔵
寺
本
が
特
に
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
窺
わ

せ
る
。

こ
の
ほ
か
白
鶴
美
術
館
本
に
対
し
二
通

り
以
上
の
異
同
が
生
じ
て
い
る
も

の
が

九
件
あ
る

(表
2
の

「
6
そ
の
他
」
)。
異

同
内
容
は
送
り
が
な
や
格
助
詞
の
出
入

の
ほ
か
、
漢
字
と
平
仮
名
の
変
換
、
動
詞

の
活
用
語
尾
の
異
同
な
ど
で
あ
る
。
そ

の
う
ち
八
件
は
、
延
暦
寺
本

の
異
同
に
対
し
、
さ
ら
に
平
間
寺
本
と
大
蔵
寺
本
が

共
通
し
て
別
の
異
同
を
見
せ
る
。
残
る

一
件
は

「其
」
に
対
し
、
延
暦
寺
本
と
平

間
寺
本
は

「そ
れ
」
、
大
蔵
寺
本
は

「そ

の
」
と
す
る
も

の

(第
十
二
段
23
)
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
大
蔵
寺
本
の
誤
写
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
異
同
の
大
半
は
漢
字
と
平
仮
名
、
仮
名
遣
い
に
関
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
表
2
の
中
の
①
②
③
を
合
計
す
る
と

一
七
二
件
、
全

体
の
八
割
近
く
に
達
す
る
。
ま
た
、
字
句

の
出
入

・
異
同
に
お
い
て
も

一
文
字
程

度
の
も
の
が
多
く
、
詞
文
が
大
き
く
変
わ
る
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
の
な
か
で

は
、
第
三
段
の
標
題
や
第
十
二
段

7
の

「か
な
ら
ひ
を
ふ
く
あ
り
」
な
ど
が
注
目

さ
れ
る
。

さ
て
、
右
の
二
例
も
そ
う
で
あ
る
が
、
白
鶴
美
術
館
本
の
み
が
異
な
る
も
の
が

異
同
全
体
の
六
三

・
七
%
を
占
め
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
平
間
寺
本
は
白
鶴
美

術
館
本
よ
り
も
延
暦
寺
本
に
近
い
位
置
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
は
い
う
も

の
の
延
暦
寺
本
と
平
間
寺
本

の
間
に
も
七
十
四
件

(表
2
の
2

・
4
お
よ
び
6
の

う
ち
八
件
、
三
三

・
九
%
)
の
異
同
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
四
十
三
件

(表
2
の
2
)

は
延
暦
寺
本
で
は
な
く
白
鶴
美
術
館
本
と

一
致
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
直
接
の

転
写
関
係
は
考
え
難

い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
先
に
も
述
べ
た
が
、
四
本
の
な
か
で
は
平
間
寺
本
と
大
蔵
寺
本
に
特
に

密
接
な
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
改
め
て
平
間
寺
本
と
大
蔵
寺
本
を
見
る
と
、

驚
く
べ
き
こ
と
に
第

一
段

の
詞
書
全
十
三
行
に

つ
い
て
は
、

一
行
の
文
字
数
か
ら

変
体
仮
名
の
使

い
方
ま
で
完
全
に

一
致
し
て
い
る
。
第
三
段
全
六
行
に
つ
い
て
も

同
様
で
あ
る
。
そ
の
他
の
段
で
は
、
平
間
寺
本
の
料
紙
の
縦
三
三

・
ニ
セ
ン
チ
に
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対
し
、
大
蔵
寺
本
は
三
〇

・
八
セ
ン
チ

(第
四
巻
の
み
三
〇

・
七
セ
ン
チ
)
と
や

や
狭
く
な
る
た
め
か
、
文
字
が
少
し
ず

つ
次
行
に
送
ら
れ
て
い
く
傾
向
が
あ
る
。

し
か
し
、
変
体
仮
名
に
つ
い
て
は
、
「能
」

と

「乃
」
(第
二
段
四
行
目
)、
「類
」

と

「留
」
(第
四
段
七
行
目
)
の
よ
う
に
相
違
す
る
の
は
わ
ず
か
八
文
字
だ
け
で
あ

る
。
さ
ら
に
筆
跡
も
よ
く
似
て
お
り
、
ま

る
で
臨
書
し
た
か
の
よ
う

で
あ
る
。
字

句
の
異
同
は
、
延
暦
寺
本
と
平
間
寺
本
に
共
通
す
る
異
同
で
あ
る

「促
」
(第
八
段

8
)
、
大
蔵
寺
本
の
み
が
異
な
る

「蒼
」

(第
十

一
段

2
)
と

「貌
」

(第
十

二
段

15
)
、
お
よ
び
大
蔵
寺
本
の
誤
写
で
あ
る

「
の
」
(第
十
二
段
23
)
、
以
上
四
件
の
み

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
平
間
寺
本
と
大
蔵
寺
本
は
極
め
て
近
し
い
関
係
に
あ
り
、

直
接
転
写
の
可
能
性
も
充
分
に
考
え
ら
れ

る

(注
11
)
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

先
の

「促
」
に
つ
い
て
は
、
平
間
寺
本
の
誤
り
を
大
蔵
寺
本
が
修
正
し
た
可
能
性

も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

「
の
」
に

つ
い
て
は
、
平
間
寺
本
は

「礼
」
の
崩
し
字
を

用

い
て
お
り
、
こ
れ
を

「能
」
の
崩
し
字
と
見
誤

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

三

図
様
の
比
較

次
に
、平
間
寺
本
の
図
様
を
他
三
本
と
比
較
し
て
み
よ
う
(図
1
1
1
～
図
12
-

4
参
照
)
。
な
お
、
以
下
で
は
事
蹟
名
称
は
白
鶴
美
術
館
本

の
目
次
を
用
い
る
こ
と

と
す
る
。

第

一
段

「
恵
日
草
創
」

第

一
段
は
、大
師
が
陸
奥
国
会
津
郡
の
霊
地
に
恵
日
寺
を
建
立
し
、
徳
壼
菩
薩
に

附
属
す
る
と
い
う
事
蹟
で
あ
る
。
画
面
に
は
、住
房
内
で
対
座
す
る
大
師
と
徳
萱
が

描
か
れ
る
。白
鶴
美
術
館
本
は
住
房
を
画
面
左
端
に
寄
せ
、中
央
か
ら
右
に
か
け
て

は
流
水
、そ
れ
を
挟
む
土
披
、そ
こ
に
生
え
る
樹
木
な
ど
の
風
景
を
広
や
か
に
描
く
。

延
暦
寺
本
は
こ
れ
と
相
似
た
図
様
で
あ
る
が
、
住
房
が
画
面
に
占
め
る
比
率
が
大

き
く
な
り
、
人
物
も
や
や
大
き
目
に
な
る
。
反
対
に
風
景
は
画
面
右
半
に
縮
小
さ

れ
、
住
房
近
く
の
岩
や
草
木
が
消
え
る
。
ま
た
、
白
鶴
美
術
館
本
に
は
二
本
の
松

が
描
か
れ
て
い
る
が
、
延
暦
寺
本
で
は
松
、
桜
、
緑
樹
各

一
本
に
か
わ
る
。

一
方
、
平
間
寺
本
で
は
、
住
房
が
斜
投
影
法

(注
12
)
に
よ
る
も
の
と
な
り
、
画

面
の
ほ
ぼ

一
杯
に
広
が
る
。
先
の
二
本
と
は
構
成
が
大
き
く
変
わ

っ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
が
、
大
師
と
徳
壼
の
位
置
関
係
は
同
じ
で
あ
り
、
画
面
右
下
に
寄
せ
ら

れ
た
土
披
と
樹
木
に
も
白
鶴
美
術
館
本
や
延
暦
寺
本
の
風
景
の
名
残
が
感
じ
ら
れ

る
。
特
に
華
や
か
に
咲
き
誇
る
桜
は
、
表
現
は
異
な
る
も
の
の
延
暦
寺
本
の
桜
と

の
繋
が
り
を
窺
わ
せ
る
。
大
蔵
寺
本
は
平
間
寺
本
と
よ
く
似
た
図
様
で
あ
る
が
、

全
体
的
に
簡
略
化
の
傾
向
が
目
立

つ
。
た
と
え
ば
、
廊
下
に
張
り
出
し
た
格
子
状

の
囲
い
は
白
壁
に
な
り
、
画
面
左
端
の
柱
の
左
で
は
畳
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
風

景
に
お
い
て
も
松
が

一
本
少
な
く
な
り
、
土
披
や
庭
に
生
え
て
い
る
草
類
、
庭
に

散
り
敷
く
桜
の
花
び
ら
が
描
か
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
両
本
の
相
似
性
は
極
め

て
強
く
、
大
蔵
寺
本
が
平
間
寺
本
の
影
響
下
に
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

第

二
段

「
霊
山
結
界
」

第
二
段
は
、
大
師
が
奥
州
信
夫
郡
の
霊
山
寺
で
結
界
し
、
悪
魔
を
封
じ
る
と
い

う
事
蹟
で
あ
る
。
画
面
に
は
、
本
堂
に
座
す
大
師
と
L
空
に
い
る
悪
魔
た
ち
が
描

か
れ
る
。
白
鶴
美
術
館
本
は
画
面
左
に
本
堂
を
描
き
、
そ
の
下
方
に
遠
山
と
樹

木
、
右
に
近
景
の
土
披
、
樹
木
と
水
流
を
描
く
。
悪
魔
は
霞
で
隔
て
ら
れ
た
画
面
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上
部
に
七
体
描
か
れ
る
。

一
体
を
除
き
有
翼
で
、
鼻
が
高
く
、
人
面
と
鳥
頭
が
混

交
し
て
い
る
。
延
暦
寺
本
は
こ
れ
と
相
似
た
図
様
で
あ
る
が
、
水
流
は
描
か
れ
て

い
な

い
。
悪
魔

の
う
ち
左
右
の
二
体
ず

つ
は
白
鶴
美
術
館
本
と
対
応
す
る
が
、
中

央
部
は
白
鶴
美
術
館

の
三
体
か
ら
五
体
に
増
え
る
。

平
間
寺
本
も
相
似
た
図
様
で
あ
る
が
、
画
面
下
方
か
ら
樹
木
が
な
く
な
り
、
そ

の
た
め
遠
山
で
は
な
く
近
景
の
土
披
の
よ
う
に
見
え
る
。
悪
魔
は
白
鶴
美
術
館
本

と
同
じ
七
体
で
あ
る
が
、
有
翼
、
鼻
が
高

い
、
鳥
頭
な
ど
の
類
似
点
は
あ
る
も
の

の
、
表
現
は
か
な
り
異
な
る
。
白
鶴
美
術
館
本

で
は

「う

し
ろ
の
山
に
か
り
こ

め
」
ら
れ
て
意
気
消
沈
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
延
暦
寺
本
は
も
う
少
し
元

気
が
あ
り
、
平
間
寺
本
に
な
る
と
元
気
す

ぎ
る
よ
う
な
表
情
で
あ
る
。
ま
た
、
堂

の
側
面
の
開
け
放
た
れ
た
扉
の
中
に
注
目
す
る
と
、
白
鶴
美
術
館
本
は
空
白
の
ま

ま
で
あ
る
が
、
延
暦
寺
本
は
堂
内

の
床
や
壁
を
描
い
て
お
り
、
平
間
寺
本
は
さ
ら

に
須
弥
壇
と
千
手
観
音
像
の
手
ま
で
描

い
て
い
る
。
大
蔵
寺
本
は
平
間
寺
本
と
同

様
で
あ
る
が
、
庭
の
草
が
描
か
れ
て
い
な

い
。

第

三
段

「釈
尊
出
現
」

第
三
段
は
、
大
師
が
生
誕
の
地
で
あ
る
讃
岐
国
屏
風
浦
の
山
で
修
行
し
た
時
、

釈
迦
如
来
が
顕
現
し
た
と

い
う
事
蹟
で
あ
る
。
画
面
右
に
大
師
、
左
に
僧
形
二
体

を
伴
う
釈
迦
如
来
が
描
か
れ
る
。
白
鶴
美
術
館
本
は
大
師
の
後
方
に
も
屹
立
し
た

山
を
描
き
、
上
方
を
霞
で
隔
て
て
高
さ
を
強
調
す
る
。
「山
の
形
屏
風
を
な
せ
る
」

を
意
識
し
た
表
現
で
あ
ろ
う
。
釈
迦
如
来
が
顕
現
す
る
山
も

「孤
峯
の
上
、
片
雲

の
中
」
に
ふ
さ
わ
し
く
、
垂
直
に
聾
え
立
ち
、
下
方
は
霞
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
大
師
と
釈
迦
如
来
の
間
に
は
遙
か
な
距
離
感
が
生
じ
て
い
る
。
延
暦
寺

本
は
こ
れ
と
相
似
た
図
様
で
あ
る
が
、
山
の
表
現
が
異
な
り
、
霞
も
消
え
た
た
め

に
山
の
高
さ
が
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
ず
、
大
師
と
釈
迦
如
来
の
間
の
距
離
感
を
喪
失

し
て
い
る
。

平
間
寺
本
は
延
暦
寺
本
と
相
似
た
図
様
で
あ
る
が
、
釈
迦
如
来
が
顕
現
す
る
山

は
消
え
て
な
く
な
り
、
画
面
上
下
の
土
披
に
わ
ず
か
に
そ
の
痕
跡
を
残
す
の
み
で

あ
る
。
大
師
と
釈
迦
如
来

の
問
に
は
何
も
な
く
、
釈
迦
如
来
が
大
師
の
眼
前
に

迫

っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
大
蔵
寺
本
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
大
師
に
注
目

す
る
と
、
白
鶴
美
術
館
本
と
延
暦
寺
本
で
は
三
鈷
杵
を
持

つ
が
、
平
間
寺
本
と
大

蔵
寺
本
で
は
合
掌
す
る
。

第
四
段

「讃
州
劔
山
」

第
四
段
は
、
大
師
が
讃
岐
国
劔
御
山
で
修
行
し
た
時
、
五
柄

の
利
劔
が
空
か
ら

下
り
、
ま
た
金
剛
蔵
王
が
顕
現
し
て
大
師
と
談
話
し
た
と
い
う
事
蹟
で
あ
る
。
画

面
右
に
蔵
王
権
現
、
左
に
大
師
、
そ
の
上
空
に
五
本
の
銀
が
描
か
れ
る
。
白
鶴
美

術
館
本
は
画
面
中
央
に
右
上
が
り
に
突
き
出
し
た
岩
山
を
描
き
、
そ
の
斜
面
に
蔵

王
権
現
を
、
そ
の
左
の
や
や
平
ら
な
と
こ
ろ
に
大
師
を
描
く
。
さ
ら
に
右
後
方
に

霞
を
隔
て
た
遠
山
を
添
え
て
、
奥
行
き
を
描
出
す
る
。
延
暦
寺
本
は
基
本
的
に
は

白
鶴
美
術
館
本
と
相
似
た
図
様
で
あ
る
が
、
中
央
に
広
い
卓
状
の
岩
を
描
き
、
そ

の
上
に
蔵
王
権
現
と
大
師
を
描
く
。
そ
の
右
上
や
手
前
に
あ
た
る
位
置
に
遠
山
や

樹
木
を
描
く

の
は
、
白
鶴
美
術
館
本
の
風
景
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
空
中

に
浮
か
ぶ
五
本
の
劔
は
、
白
鶴
美
術
館
本
と
は
配
置
を
異
に
す
る
。

平
間
寺
本
は
延
暦
寺
本
と
相
似
た
図
様
で
あ
る
が
、
大
部
分
の
樹
木
が
省
略
さ

れ
、
岩
山
の
よ
う
に
な
る
。
空
中
の
劔
の
配
置
も
白
鶴
美
術
館
よ
り
は
延
暦
寺
本
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に
近

い
が
、
間
隙
が
少
し
だ
け
ず
れ
て
い
る
。
大
蔵
寺
本
は
平
間
寺
本
と
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
。

第
五
段

「
善
通
寺
額
」

第
五
段
は
、
陰
陽
師
阿
部
清
明
が
讃
岐
国
屏
風
浦
の
善
通
寺

の
前
を
通
り
か
か
っ

た
時
、
神
火
を
灯
し
て
い
た
使
鬼
が
、
大
師
の
書

い
た
門
額
を
恐
れ
て
姿
を
消
し

た
と
い
う
事
蹟
で
あ
る
。
画
面
に
は
善
通
寺

の
門
と
清
明
の

一
行
が
描
か
れ
る
。
白

鶴
美
術
館
本
は
画
面
右
端
に
善
通
寺
の
門
を
描
き
、
そ
の
内
側
に
堂
舎
の
屋
根
を

覗
か
せ
る
。
門
の
前
に
は
額
を
守
護
す
る
四
天
王
が
お
り
、
二
体
は
基
壇
の
上
に

立
ち
、
二
体
は
空
中
に
浮
か
ぶ
。
清
明
の

一
行
は
画
面
中
央
を
左
向
き
に
進
み
、

そ
の
行
ぐ
手
に
は
人
家
や
土
披
、
樹
木
、
流
水
な
ど
の
風
景
が
広
が
る
。
延
暦
寺

本
は
こ
れ
と
相
似
た
図
様

で
あ
る
が
、
門
が
大
き
く
描
か
れ
、
空
中
に
浮
か
ん
で

い
た
四
天
王

の
う
ち
の
二
体
は
二
階
の
高
欄
の
内
側
に
立

っ
て
い
る
。
門
の
内
側

の
堂
舎
の
屋
根
は
見
え
な
い
。
清
明

一
行
は
馬
の
後
方
に
い
た
人
物
が
前
方
に
移

動
し
て
い
る
が
、
人
数
に
変
わ
り
は
な
い
。
画
面
が
短
く
な
り
、
風
景
は
画
面
上

方
の
人
家
三
軒
、
下
方

の
流
水
だ
け
に
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。

平
間
寺
本
は
延
暦
寺
本
と
相
似
た
図
様

で
あ
る
が
、
二
階
の
四
天
王
は
屋
根
の

上
に
立

つ
。
画
面
は
更
に
短
く
な
り
、
人
家
も
消
え
て
画
面
左
下
に
水
流
の
痕
跡

だ
け
が
残
る
。
大
蔵
寺
本
は
平
間
寺
本
と
同
様
で
あ
る
が
、
水
流
が
完
全
に
消
え

る
ほ
か
、
門
や
塀
の
屋
根
瓦

の
表
現
が
簡

略
化
さ
れ
て
い
る
。

第
六
段

「土
州
朽
橋
」

第
六
段
は
、
大
師
が
土
佐
国
に
あ
る
朽
ち
か
け
た
橋
に
三
帰
を
授
け
、
朽
損
し

な
い
よ
う
に
し
た
と

い
う
事
蹟
で
あ
る
。
画
面
に
は
、
橋
の
前
に
立

つ
大
師
が
描

か
れ
る
。
白
鶴
美
術
館
本
は
画
面
左
上
か
ら
右
下
に
向
け
て
川
を
流
し
、
二
枚
の

板
を
繋
い
だ
橋
を
架
け
る
。
橋

の
途
中
に
は
朽
ち
て
欠
け
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
延

暦
寺
本
は
こ
れ
と
相
似
た
図
様
で
あ
る
が
、
橋
は

一
本
の
木
と
な
り
、
欠
け
た
と

こ
ろ
は
な
く
先
の
方
に
枝
葉
が
付

い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
詞
書
の
い
う

「趙
柄
か

枯
木
を
究
し
て
ふ
た

・
ひ
枝
葉
の
榮
を
ひ
ら
き
し
」
と

い
う
故
事
か
ら
影
響
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

平
間
寺
本
は
橋
と
大
師
の
位
置
関
係
は
同
様
で
あ
る
が
、
川
の
左
右
は
崖
と
な

り
、
峡
谷
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
風
景
に

一
変
す
る
。
し
か
し
、
大
師
の
向
こ
う
に

描
か
れ
た
大
き
な
岩
山
は
、
延
暦
寺
本
の
画
面
左
下
の
山
に
通
じ
る
も
の
の
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
橋
は
や
や
屈
曲
す
る
が
、
や
は
り
枝
葉
を
付
け
て
い
る
。

大
蔵
寺
本
は
平
間
寺
本
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

第
七
段

「
天
地
合
字
」

第
七
段
は
、
大
師
が
播
磨
国
で
老
姻
か
ら
供
養
を
受
け
、
柱
に

「天
地
合
」

の

三
字
を
書
き
付
け
る
と
い
う
事
蹟
で
あ
る
。
画
面
右
に
大
師
が
老
媚
の
家
に
招
き

入
れ
ら
れ
る
場
面
が
、
左
に
供
養
を
受
け
る
場
面
が
描
か
れ
る
。
白
鶴
美
術
館
本

は
枝
先
を
残
し
た
木
で
組
ん
だ
垣
根
を
左
下
が
り
に
描
き
、
門
の
と
こ
ろ
に
大
師

と
応
対
す
る
下
女
を
描
く
。
垣
の
内
側
に
は
柳
と
紅
葉
が
あ
り
、
画
面
上
方
に
は

別
の
垣
根
と
網
代
垣
が
見
え
る
。
屋
内
に
は
鉄
鉢
を
捧
げ
持

つ
女
と
大
師
が
描
か

れ
る
が
、
女
に
対
し
て
大
師
は
横
向
き
に
な

っ
て
い
る
。
延
暦
寺
本
は
こ
れ
と
相

似
た
図
様
で
あ
る
が
、
大
師
は
向
き
を
変
え
て
女
と
対
座
す
る
。
垣
根
は
疎
ら
な

も
の
に
な
り
、
樹
木
は
柳

の
み
に
な
る
。
網
代
垣
は
描
か
れ
て
い
な

い
。

平
間
寺
本
は
こ
れ
ら
と
相
似
た
図
様
で
あ
る
が
、
屋
内
の
大
師
と
女
の
位
置
が
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逆
転
し
、
建
物
の
構
造
も
少
し
変
わ
る
。
ま
た
、
縁
先
に
描
か
れ
た
大
師
の
沓
は
、

白
鶴
美
術
館
本
、
延
暦
寺
本
に
は
な
い
表
現
で
あ
る
。
垣
根
は
白
鶴
美
術
館
本
と

同
程
度
の
四
つ
目
垣
に
な
る
が
、
枝
先
は
切
り
揃
え
ら
れ
て
い
る
。
柳
は
描
か
れ

な
い
。
大
蔵
寺
本
は
平
間
寺
本
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

第
八
段

「大
峯
修
行
」

第
八
段
は
、
大
師
が
大
峰
で
修
行
し
、
役
行
者
と
契
り
を
深
く
し
た
と
い
う
事

蹟
で
あ
る
。
詞
書
に
は
役
行
者
が
高
野
に
通
う
と

い
う
文
言
も
あ
る
が
、
画
面
に

は
役
行
者
が
大
師
を
先
導
す
る
と
こ
ろ
が
描
か
れ
て
お
り
、
大
峰
修
行
の
場
面
と

見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
白
鶴
美
術
館
本
は
画
面
左
寄
り
に
山
を
描
き
、
そ
の
下
方

は
雲
霞
で
覆

い
、
上
方
と
右
方
に
は
霞
雲
を
隔
て
て
遠
山
を
描
く
。
霊
雲
も
描
き

添
え
ら
れ
て
お
り
、
深
山
幽
谷
の
趣
が
醸

し
出
さ
れ
て
い
る
。
山
の
中
腹
か
ら
は

滝
が
流
れ
出
し
て
い
る
。
延
暦
寺
本
は
こ
れ
と
相
似
た
図
様
で
あ
る
が
、
雲
霞
を

あ
ま
り
描
か
な
い
た
め
趣
は
か
な
り
異
な
る
。
滝
は
よ
り
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
。

平
間
寺
本
は
延
暦
寺
本
と
相
似
た
図
様

で
あ
る
が
、
樹
木
が
少
な
く
岩
山
の
中

の
よ
う
で
あ
る
。
滝
は
左
右
反
転
す
る
が
、
延
暦
寺
本
と
同
じ
位
置
に
描
か
れ
て

い
る
。
大
蔵
寺
本
は
平
間
寺
本
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

第
九
段

「小
見
活
生
」

第
九
段
は
、
和
泉
国
大
鳥
郡
の
寡
婦
の
男
子
が
狼
に
食
わ
れ
て
死
ぬ
が
、
大
師

が
蘇
生
さ
せ
る
と

い
う
事
蹟
で
あ
る
。
白
鶴
美
術
館
本
は
絵
を
欠

い
て
い
る
の
で
、

延
暦
寺
本
か
ら
見
て
み
よ
う
。
右
か
ら
大
師
、
小
児
、
母
親
を
描
き
、
左
に
崖
と

土
披
、
土
披
の
上
に
立
つ
狼
を
描
く
。
右
上
に
も
土
披
を
描
く
。

平
間
寺
本
は
大
師
、
小
児
、
母
親
は
同
様
に
描
く
が
、
小
兜
と
母
親
は
よ
り
近

接
す
る
。
画
面
右
上
に
土
披
を
描
き
、
そ
の
上
に
狼
を
立
た
せ
る
が
、
そ
の
狼
は

延
暦
寺
本
を
左
右
反
転
し
た
よ
う
な
図
様
で
あ
る
。
延
暦
寺
本
と
大
蔵
寺
本
は

一

見
異
な
る
図
様

の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
モ
チ
ー
フ
に
は
や
は
り
連

関
が
認
め
ら
れ
る
。
大
蔵
寺
本
は
平
間
寺
本
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

第
十
段

「
了
知
牛
語
」

第
十
段
は
、
大
師
が
摂
津
国
住
吉
浦
で
子
牛
の
問
に
答
え
る
と
い
う
事
蹟
で
あ

る
。
画
面
に
は
、
大
師
と
弟
子
二
人
、
子
牛
が

一
頭
描
か
れ
る
。
白
鶴
美
術
館
本

は
画
面
右
下
に
海
辺
を
描
き
小
舟
を
三
艘
添
え
る
。
画
面
左
上
に
は
遠
山
を
描
き
、

霞
を
か
け
る
。
大
師
は
子
牛
を
指
さ
し
な
が
ら
振
り
返
り
、
弟
子
に
語
り
か
け
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
子
牛
の
背
後
に
は
住
吉

の
赤

い
鳥
居
と
柵
、
そ
の
内
側
に

松

の
木
が
数
本
描
か
れ
て
い
る
。
延
暦
寺
本
は
こ
れ
と
相
似
た
図
様
で
あ
る
が
、

海
辺
は
画
面
の
下
方
全
体
に
広
が
り
、
小
舟
は
中
程
の

一
艘
だ
け
に
な
る
。
遠
山

は
省
略
さ
れ
、
「積

(こ
う
し
)」
と
言
う
に
は
や
や
大
き
い
牛
が
鳥
居
の
前
に
立

つ
。
鳥
居
か
ら
の
び
る
柵
は
、
白
鶴
美
術
館
本
で
は
向
か

っ
て
左
側
が
屈
曲
し
て

い
た
が
、
延
暦
寺
本
で
は
真

っ
直
ぐ
に
な

っ
て
い
る
。

平
間
寺
本
は
延
暦
寺
本
に
相
似
た
図
様
で
あ
る
が
、
小
舟
は
二
艘
で
画
面
左
に

寄
せ
ら
れ
る
。
松

の
木
は
鳥
居
の
外
側
に
描
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
向
か

っ
て
右

側
の
柵
は
こ
れ
を
囲
む
よ
う
に
屈
曲
す
る
。
大
蔵
寺
本
は
平
間
寺
本
と
ほ
ぼ
同
じ

で
あ
る
が
、
小
舟
が
消
え
、
松
の
数
も
二
本
減

っ
て
い
る
。

第
十

一
段

「
西
門
日
想
」

第
十

一
段
は
、
大
師
が
四
天
王
寺
の
西
門
で
日
想
観
を
修
し
た
時
、
頭
上
に
五

智

の
宝
冠
が
顕
現
し
た
と
い
う
事
蹟
で
あ
る
。
画
面
に
は
、
四
天
王
寺
の
門
と
そ
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の
基
壇
上
に
座
す
大
師
、
日
輪
が
描
か
れ
る
。
白
鶴
美
術
館
本
は
画
面
右
下
に
門

を
配
し
、
そ
の
外
に
な
る
画
面
左
方
に
は
広
や
か
な
海
を
描
く
。
日
輪
は
青

い
波

の
上
に
あ
り
、
「蒼
海
雲
に
つ
ら
な
り
、
赤
日
波
に
映
じ
て
」
に
ふ
さ
わ
し

い
表

現
と
な

っ
て
い
る
。
塀
の
外
に
は
樹
木
が
二
本
添
え
ら
れ
る
。
延
暦
寺
本
は
こ
れ

と
相
似
た
図
様
で
あ
る
が
、
門
は
斜
投
影
法
で
描
か
れ
、
構
造
に
不
可
解
な
と
こ

ろ
が
あ
る
。
門
の
外
で
は
海
が
な
く
な
り

、
日
輪
は
山
の
端
に
か
か

っ
て
い
る
。

平
間
寺
本
は
延
暦
寺
本
と
相
似
た
図
様
で
あ
る
が
、
門
の
形
は
整
え
ら
れ
る
。
し

か
し
、
風
景
に
つ
い
て
は
山
も
塀
の
外
の
樹
木
も
な
く
な
り
、
雲
間
に
浮
か
ぶ
日

輪
だ
け
が
描
か
れ
て
い
る
。
大
蔵
寺
本
は
平
間
寺
本
に
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
第
五
段

「善
通
寺
額
」
と
同
様
に
、
門
や
塀
の
屋
根
瓦
の
表
現
が
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。

第
十
二
段

「龍
泉
涌
水
」

第
十
二
段
は
、
大
師
が
河
内
国
の
竜
泉
寺
で
加
持
を
し
て
洞
池
に
龍
を
呼
び
戻

し
、
清
泉
を
涌
き
出
さ
せ
た
と
い
う
事
蹟

で
あ
る
。
画
面
に
は
、
大
師
と
龍
が
対

面
す
る
よ
う
に
描
か
れ
る
。
白
鶴
美
術
館
本
は
、
三
鈷
杵
を
持

っ
た
大
師
を
池
の

畔
に
立
た
せ
、
そ
の
左
に
黒
雲
に
乗

っ
た
龍
の
上
半
身
を
描
く
。
池
に
は
既
に
水

が
湛
え
ら
れ
て
い
る
。
画
面
右
端

の
無
人

の
住
房
は

「僧
徒
住
持
に
た

へ
ず
」
に

対
応
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
住
房
の
近
く
に
は
土
披
が
描
か
れ
る
。
延
暦
寺
本

は
こ
れ
と
相
似
た
図
様
で
あ
る
が
、
大
師
は
三
鈷
杵
を
持

っ
て
お
ら
ず
、
龍
は
大

き
く
な

っ
て
全
身
を
現
す
。

平
間
寺
本
は
龍
の
形
は
延
暦
寺
本
に
相

似
す
る
が
、
大
師
が
三
鈷
杵
を
持

っ
て

い
る
点
は
白
鶴
美
術
館
本
と
共
通
す
る
。
大
蔵
寺
本
は
平
間
寺
本
と
ほ
ぼ
同
じ
で

あ
る
。

さ
て
、
全
体
的
に
見
る
と
、
白
鶴
美
術
館
本
は
自
然
の
風
景
の
中
で
事
蹟
を
展

開
さ
せ
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
く
、
例
え
ば
第

一
段

「恵
日
草
創
」
、
第
五
段

「善

通
寺
額
」
、
第
十

一
段

「西
門
日
想
」
な
ど
で
は
、
風
景
も
画
面
の
重
要
な
構
成

要
素
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
第
三
段

「繹
尊
出
現
」
や
第
八
段

「大
峯
修
行
」
な

ど
に
見
ら
れ
る
雲
霞
の
多
用
は
、
画
面
に
空
間
的
な
広
が
り
を
も
た
ら
す
効
果
が

あ
る
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
他
三
本
は
事
蹟
中
心
の
構
成
に
な

っ
て
お
り
、
風
景
は

簡
略
化
さ
れ
、
人
物
が
大
き
め
に
描
か
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
特
に
、
こ
の
傾
向
は

平
間
寺
本
と
大
蔵
寺
本
に
強
く
表
れ
る
。
そ
の
結
果
、
白
鶴
美
術
館
本
に
描
か
れ

て
い
た
モ
チ
ー
フ
が
他
三
本

で
は
省
略
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
が
、
特

に
第
五
段

「善
通
寺
額
」
で
は
、
延
暦
寺
本
、
平
間
寺
本
、
大
蔵
寺
本
の
順
に
そ
の
過
程
を

辿

っ
て
い
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
四
本
の
図
様
は
密
接
な
関
係
に
あ
る
が
、
そ
の
相
互
関
係
は
以
下

の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
延
暦
寺
本
が
白
鶴
美
術
館
本
の
図
様

の
影
響
下

に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る

(注
13
)
。
し
か
し
、
両
本
の
間
に
は
種
々
の
相

違
が
生
じ
て
お
り
、
そ
の
点
に
注
目
す
る
と
、
平
間
寺
本
は
白
鶴
美
術
館
本
よ
り

も
延
暦
寺
本
に
近

い
図
様
で
あ
る
と
言
え
る
。
延
暦
寺
本
と
平
間
寺
本
に
共
通
す

る
表
現
と
し
て
は
、
第

一
段

「恵
日
草
創
」

の
桜
花
、
第
四
段

「讃
州
劔
山
」
の

卓
上
の
岩
山
、
第
五
段

「善
通
寺
額
」
の
門
と
四
天
王
、
第
六
段

「土
州
朽
橋
」

の
橋
な
ど
が
顕
著
な
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
平
間
寺
本
の
図
様
の
中

に
も
、
延
暦
寺
本
で
は
な
く
白
鶴
美
術
館
本
と
共
通
す
る
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
第
二
段

「露
山
結
界
」

の
悪
魔
が
七
体
で
あ
る
こ
と
や
、
第
七
段

「天

地
合
字
」
の
垣
根
の
表
現
、
第
十
二
段

「龍
泉
涌
出
」
の
大
師
が
手
に
す
る
三
鈷
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杵
な
ど
は
、
白
鶴
美
術
館
本
に
由
来
す
る
表
現
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が

っ

て
、
詞
書
の
場
合
と
同
様
に
図
様
に
お
い
て
も
、
白
鶴
美
術
館
本
あ
る
い
は
延
暦

寺
本
と
平
間
寺
本
の
問
に
直
接

の
転
写
関
係
を
想
定
す
る
の
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
平
間
寺
本
と
大
蔵
寺
本
に
つ
い
て
は
、
十
二
段
す
べ
て
の
図
様
に
お
い

て
強
い
相
似
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
描
写
様
式
も
類
似
し
て
お
り
、
平
間

寺
本

の
特
徴
と
し
て
は
じ
め
に
指
摘
し
た
細
や
か
な
筆
致
に
よ
る
人
物
表
現
や
太

い
墨
線
に
よ
る
荒
々
し
い
岩
の
表
現
は
、
大
蔵
寺
本
に
も
同
じ
よ
う
に
見
出
さ
れ

る
。
た
だ
し
、
大
蔵
寺
本
は
モ
チ
ー
フ
を

一
部
省
略
し
た
り
、
描
写
を
簡
略
化
す

る
傾
向
が
あ
り
、
平
間
寺
本
の
図
様
に
先
行
性
が
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

結
語

本
稿
で
は
、
川
崎
大
師

の
こ
と
平
間
寺
が
所
蔵
す
る

「高
野
大
師
行
状
図
画
」

第
六
巻
が
、
高
知
県
足
摺
岬

の
金
剛
福
寺
か
ら
流
出
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、

本
巻
末
尾
に
残
さ
れ
た

「道
周
」

の
署
名
を
手
が
か
り
と
し
て
明
ら
か
に
し
た
。

つ
い
で
、
平
間
寺
本
の
詞
書
と
図
様
を
白

鶴
美
術
館
本
、
延
暦
寺
本
、
大
蔵
寺

本
と
比
較
検
討
し
、
平
間
寺
本
は
白
鶴
美
術
館
本
よ
り
も
延
暦
寺
本
に
よ
り
よ
く

一
致
す
る
こ
と
、
し
か
し
、
延
暦
寺
本
で
は
な
く
白
鶴
美
術
館
本
の
側
と

一
致
す

る
部
分
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
三
者
間
に
直
接

の
転
写
関
係
を
想
定
す
る
の
は

難
し

い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
平
間
寺
本
と
大
蔵
寺
本
に
つ
い
て
は
、
詞
書
、

図
様
双
方
に
強

い
相
似
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
大
蔵
寺
本

の
図
様
に
省
略
や
簡

略
化
の
傾
向
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
制
作
年
代
通
り
、
平
間
寺
本
に
先
行
性
を
認
め

る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
こ
の
両
者
間
に
は
直
接
転
写
の
可
能
性
も
考
え

ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
「高
野
大
師
行
状
図
画
」
十
巻
本
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
図
様
の

比
較
か
ら
転
写
系
統
を
推
定
し
た
こ
と
が
あ
る

(注
14
)
。
平
間
寺
本
に
つ
い
て
は
、

大
蔵
寺
本
と
最
も
よ
く
相
似
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
下
に
仮
置
き
し
て
お
い
た
が
、

右
で
見
て
き
た
よ
う
に
平
間
寺
本
の
方
に
先
行
性
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

こ
こ
で
訂
正
し
て
お
き
た

い
。

平
間
寺
本
、
久
保
家
旧
蔵
本
を
含
む
元
来
の
金
剛
福
寺
本
は
、
昭
和
九
年

(
一

九
三
四
)
に
長
谷
宝
秀
氏
に
よ

っ
て
編
纂
さ
れ
た

「弘
法
大
師
絵
伝
目
録
」

(注

15
)
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
作
品
で
あ
る
。
所
在
不
明
の
巻
が
あ
り
、

一
部
に

欠
失
も
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
十
巻
の
全
容
が
わ
か
る
作
品
が

一
点
増
え
た
こ
と
は

喜
ば
し

い
こ
と
で
あ
る
。
延
暦
寺
本
に
次
い
で
古
く
、
し
か
も
出
来
映
え
も
よ
い

こ
と
か
ら
、
十
巻
本
の
な
か
で
も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
作
品
で
あ
る
。
ま
た
、

高
野
山
内
で
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
点
で
も
、
惣
持
院
本

(白
鶴
美
術
館

本
)、
親
王
院
本
、
本
謹
寺
本
、
宝
集
寺
本
等
に
次
ぐ
も
の
と
し
て
興
味
深
く
思

わ
れ
る
。
本
稿
で
は
平
間
寺
所
蔵
の
第
六
巻

の
み
を
対
象
と
し
た
が
、
他
の
巻
に

つ
い
て
も
今
後
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

(注
)

1

本
絵
巻
は
昭
和
五
十
六
年
三
月
に
購
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

2

梅
津
次
郎

「池
田
家
蔵
弘
法
大
師
伝
絵
と
高
祖
大
師
秘
密
縁
起
」
「地
蔵
院
本
高
野
大

師
行
状
図
画
-
六
巻
本
と
元
応
本
と
の
関
係
ー
」
「東
寺
本
弘
法
大
師
伝
絵
の
成
立
」
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報所所究研合総

3456789

『美
術
研
究
』
七

八

・
八
三

・
八
四
号
、

一
九
三
八
年

(
『絵
巻
物
叢
考
』
所
収
、
中
央

公
論
美
術
出

版
、

一
九
六
八
年
)
。

表
紙

に
題
箋

は
あ
る
が
、
外
題
は
記
さ

れ
て

い
な

い
。
箱
表

に
は

「
高
野
大
師
行
状
絵

巻
六
」
と
墨
書
さ

れ
、
蓋
裏

に
は

「渓
男
鑑
」
の
墨
書
と
朱
文
方
形

「渓
」
印
が
あ
る
。

川
崎
市
市

民
ミ

ュ
ー
ジ

ア
ム
編
集

・
発
行

『弘
法
大
師
信
仰
展
』

一
九
九
六
年
、
作
品

番
号

8
。

拙
稿

「
弘
法
大
師
伝
絵
巻
考

-
諸
本

の
分

類
と
概
要

1
」
『文
化
財
学
報
』
第
十
五
集
、

一
九
九

七
年

、
三
九
頁
。

真
保
享

「金

剛
福
寺

の
高

野
大
師
行
状

図
画
」

『文
化
財
集

中
地
区
特
別
総
合

調
査
報

告
第

六
集

四
国
八
十

八
箇
所
を
中
心

と
す
る
文
化

財

(高

知
)
』
文
化
財
保
護
委

員

会
、

一
九

六
七
年

。

現
在
名

は
独

立
行

政
法
人
文
化
財
研
究
所
東
京
文
化
財
研
究
所

。

昨
秋

、
「梅

津
次
郎
氏
蒐
集

絵
巻
資
料
」

の
中
に

「
高
野
大
師

行
状
図
書

応
永

二
二

年
」
と

題
す

る
写
真
資
料

が
あ

る
の
を
確

認
し
た

(資
料
番

号

0
7
0
)
。
梅
津

氏
は

撮
影

し
た
写
真

の
べ
タ
焼
き
を

台
紙

に
貼

付
し

て
整

理
す

る

の
を
常

と
し

て
お
ら
れ

た

が
、
こ
れ
は

そ

の
う

ち

の

一
件

で
三
枚

か
ら
な

る
。

一
枚

目
と

二
枚

目
は
昭
和

三

十

四
年

(
一
九
五
九
)
四
月
三
日
に
撮
影
し
た
も

の
と
思
わ

れ
る
。

一
枚

目
に
は
第
七

巻
、
第

八
巻
、
第
十

巻

の
巻

頭

一
紙

分

の
べ
タ
焼
き

写
真
を

貼
付

し
、
記
入
用

に
設

け
た
枠
内

に

「高

野
大
師
行
状
図
画
」

「零
本
四
巻

の
う
ち

の
巻
頭

」
「
34
、

4
、

3
」

と

ペ
ン
で
、

さ
ら
に

「
久
保
惣

二
入

ル
カ
」
「
応
永

22
年
僧
道
周
画
」
と
鉛
筆

で
記
入
し

て

い
る

(数

字
は
年
月

日
を
表
す
)
。

二
枚
目

に
は
同
様

に
第

十
巻

の
第
六
段
詞
書

末

尾

か
ら
巻
末

の
奥
書

ま
で
を
貼
付

し
、
枠

内

に

「
高
野
大
師

行
状
図
画
」

「応
永

22
年

僧
道
周
画
」
「
巻
十

巻
末
」

「
34
、

4
、

3
」
と

ペ
ン
で
記
入

し
、
さ
ら
に
枠
外

二
箇

所

に
鉛
筆

で

「
久
保
惣

二
入

ル
カ
」
と
記
入
し

て
い
る
。
撮
影

し
た
時
点

で
は
、
ま
だ

久
保

氏
所

有

で
な

か

っ
た
が
、
後

日
、
久
保

氏
が
購
入

し
た
こ
と
を
知
り
、

「久
保

惣

二
入

ル
カ
」
と
書

き
加
え

た
も

の
で
あ

ろ
う
。
三
枚

目
は
昭

和
三
十

七
年

(
一
九

六

二
)
六
月

三
日
に
撮
影

し
た
も

の
で
、
第
十
巻
巻
末
部
分

の
べ
タ
焼

き
と
小

さ
め

の
焼

付
写
真
を
貼
付

し
、
枠
内

に

「
高
野
大
師
絵
」
「
4
巻

あ
り
」
「久
保
惣
太
郎
氏
」
「
37
、

6
、

3
、
②
」

(②

は

2
本

目
の

フ
ィ
ル
ム
の
意

)
と

ペ
ン
で
記

入
し

て

い
る
。
こ

の

時
点

で
は
、

既
に
久
保

氏

の
所
有
と
な

っ
て
い
た

こ
と
が
わ
か

る
。

「梅
津
次
郎

氏
蒐
集
絵
巻
資

料
」
資
料
番
号

0

7
1
。
注

8
で
言

及
し
た
資
料
番
号

0

111012131415

7
0
と
同
様

に

ベ
タ
焼
き
写
真
を
貼
付
し
た
も

の
で
、
昭
和
四
十
八
年

(
一
九
七
三
)

三
月
十
二
日

の
日
付
が
あ
る
。

注

5
掲
載

拙
稿
、
三
六
頁
参
照
。

金

剛
福
寺
本
と
大
蔵

寺
本

に

つ
い
て
は
、
既
に
鹿
島
繭
氏
が

「構
図

の
酷

似
」

「本
文

の
脱

漏
箇
所

の

一
致

」
を
指
摘

し
、

「転
写

に
お
け
る
前
後
関
係

が
、
直
接
と

は

い
え

ぬ
ま
で
も
浮
上

し
て
く
る
」
と
述

べ
て

い
る

(鹿
島
繭

「
『弘
法
大
師
伝
絵
巻
』

十
巻

本

に

つ
い
て
」

『
ミ

ュ
ー
ジ

ア
ム
』
五

一
四
号
、

一
九
九
四
年
)
。
な
お
、
鹿
島

氏
は
久

保
家
旧
蔵

本
、
平
間
寺
本
に

つ
い
て
は
言
及
し

て
い
な

い
。

す

べ

て
の
座

標
軸

が
投

影
面

に
対

し

て
平
行

あ
る

い
は
直
交

と
な

る
よ
う

に
置

い
た

物
体

に
、
投
影
面

に
対

し
て
斜
め

の
方
向
か

ら
光

線
を
当

て
る
時

に
投
影

さ
れ

る
状

態

を
表
し

た
も

の
。
直

方
体

の
場

合
、
正
面

は
長
方
形
、
他

の
二
面
は
平

行
四
辺
形

に
な
る
。
建
物

の
場
合

は
、
わ
か
り

や
す
く
言
え

ば
床
面
を
形

成
す

る
四
辺

の
う
ち

向

か

い
合
う

一
組

の
二
辺
が
画

面

の
上

辺
下
辺
と
平
行

に
な
り
、
他

の

一
組
は
斜
線

と
な

る
描
き
方

。

白
鶴
美

術
館
本
と
延
暦
寺

本

の
図
様

の
関
係

に

つ
い
て
は
下
記

の
拙
稿
参
照
。

「十
巻

本

『高
野
大
師
行

状
図
画
』

の
写
本

に

つ
い
て

1
延
暦
寺
本
を
中
心

に

ー
」

『文
化
財

学
報
』
十

二
号
、

一
九
九

四
年

。

注

5

・
13
掲
載
拙
稿

。
拙

稿

「
本
謹
寺
蔵

『高

野
大
師
行
状
図
画
』
考

-
十
巻
本
系
写

本

の
補
考
を

か
ね
て

ー
」

『文
化
財
学
報
』

=
二
号
、

一
九
九

五
年
。

長
谷
宝
秀

「
弘
法
大
師
絵
伝
目
録
」
『弘
法
大
師
行
状
絵
詞
伝
』
弘
法
大
師

一
千
百
年
御

忌
事
務
局

、

一
九

三
四
年

。

(付

記

)

本
稿
は
、
平
成
十
六
年
度
奈
良
大
学

研
究
助
成

「十
巻
本

『高
野
大
師
行
状

図
画
』

の
研

究
」
に
よ
る
研
究
成
果

の

一
部

で
あ

る
。
本
稿
を
な
す

に
あ

た
り
、
平
間
寺
副
執
事
藤
田
隆

乗
氏
、
同

常
務
石

上
邦
夫
氏

、
白

鶴
美
術

館

の
山
中

理
氏
、
延
暦
寺

国
宝
殿

の
中

野
英
勝

氏
、
同

三
井
田
妙
久

氏
、
大
蔵
寺

住
職

田
辺
史
宝
氏
、
奈
良

国
立
博
物
館

の
中
島
博

氏

の

お
世
話

に
な

っ
た
。
記

し
て
謝
意
を
表
す

る
。

な
お
、
本

稿
に
掲
載

し
た
写

真

の
う

ち
久
保
家

旧
蔵
本

に

つ
い
て
は
、
東
京

国
立
文
化

財
研
究
所

の
原
板
を
使

用
し
た

。
そ
の
ほ
か
は
筆
者

が
撮
影

し
た
も

の
で
あ

る
。
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「高
野
大
師
行
状
図
画
」
第
六
巻

詞
書
対
校

塩出:平 間寺蔵 「高野大師行状図画」考51

【凡
例
】

一
、
白
鶴
美
術
館
本
を
基
準
と
し
、
延
暦
寺
本
、
平
間
寺
本
、
大
蔵
寺
本
と
校
合
し
た

(順
に

「延
」
「平
」
「大
」
と
略
す
)。

一
、
改
行
は
白
鶴
美
術
館

本
の
通
り
と
し
た
。
句
読
点
お
よ
び
会
話
文

の
鉤
括
弧
は
筆
者
に
よ
る
。

一
、
校
合
に
あ
た

っ
て
は
、
異
同
の
あ
る
箇
所
に
傍
線
を
引
い
て
番
号
を
付
し
、
各
段
末
に
他
本
の
字
句
を
示
し
た
。
「ナ
シ
」
は
傍
線
部
の
字
句
が
な
い
こ

と
を
示
す
。

高
野
大
高
師
行
状
圖
書
第
六

恵
日
草
創

繹
尊
出
現

善
通
寺
額

天
地
合
字

小
児
活
生

西
門
日
想

露
山
結
界

讃
州
劔
山

土
州
朽
橋

大
峯
修
行

了
知
牛
語

龍
泉
涌
出

【第

一
段
】

恵
日
寺
草
創

大
師
、
ひ
ろ
く
夷
狭

の
俗
を
す
く
は
剥
む

か
た
め
に
、
ぱ
到

に
東
鄙
の
境
飼

め
く
り
給

ド

ふ
に
、
陸
奥
國
合
津
郡
に
閑
平
殊
勝
の

露
地
あ
り
。
三
國
灘
出
羽
さ
カ
ひ
飼
ま
し

へ

四
隣
あ
ひ
の
そ
む
。
精
舎
お
た

つ
る
に
所
を

得
た
り
。
土
民
お
化
す
る
に
便
あ
り
。
大
師
こ

・

　

　

　

に
伽
藍
を
た
て

・
恵
日
と
劇

つ
く
。
金
堂
仏

像
は
皆
金
色
丈
六
藥
師
如
來
日
光
月
光
十
二

神
將
四
面
廻
廊
皆
悉
具
足
せ
り
。
又
八
角
の
堂

舎
を
た
て

・
木
像
金
剛
界
曼
茶
羅
九
會
諸

の

尊
を
安
置
す
。
住
侶
三
百
餓
人
さ
か
り
に
密

教
を
行
す
。
徳
壼
菩
薩
と
い
ふ
人
あ
り
。
法
相

宗
の
祖
師

な
り
。
も
と
よ
り
彼
國
に
す
み
給
け
る

か
來
て
大
師

の
門
徒
に
つ
ら
な
る
。
大
師
、
こ
の

あ

　

　

寺
お
も
て
彼
菩
薩
に
附
屡
し
て
京
洛
に

　

　

蹄
給
き
。
大
師

の
御
遺
誠
に
よ
て
荒
涼
の
修
行

者
剥
は
入
ら
れ
す
と
い
N
り
。
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1
延
平
大
ー
廣

2
延
-
救

3
延
平
大
ー
ナ
シ

4
延
-
為

5
延
平
大
ー
遙

6
平
大
ー
さ
か
ひ

7
延
平
大
i
を

8
延
平
大
ー
廻
り

9
延
-
給
に

・
平
大

ー
給
ふ

10
延
平
大
ー
ナ
シ

ー1
延
平
大
-
境

12
延
平
大
1
を

13
延
-
相
望

14
延
平
大
ー
を

15
延
平
大
i
を

16
延
-
立
て

17
延
平
大
-
名

18
延
ー
付

く

19
延
-
立
て

20
延
-
余

21
延
平
大
-
高
祖
師

22
平
大
-
也

23
延
平

大
ー
本

24
延
平
大
ー
住

25
延
平
大
-

此

26
延
平
大
ー
を

27
延
-
以

28

延
平
大
-
都

29
延
ー
蹄
り

30
延
ー
依

31
延
平
大
i
を

32
延
1
え

【第

二
段
】

露
山
寺
結
界

又
奥
州
し
の
ふ
の
郡
露
山
寺
と
い
ふ
山
寺
あ
り
。

本
願
調

人
と

い
ふ
事
を
し
ら
す
。
魔
界
さ
か

り
に
し
て
住
侶
周

な
り
け
る
を
、
大
師
結
界
し

給
て
悪
魔
を
う
し
ろ
の
山
に
か
り
こ
め
給
し
か

は
、
界
内
あ
ぺ
て
侵
凌

の
恐
な
く
寺
中
た
ち
ま

ち
に
繁
昌
の
い
き
ほ
ひ
を
ま
す
。
千
手
観
音

霞
験
の
劒
と
し
て
邊
民
な
か
く
巨
益
お
う

く
。
女
人
さ
ら
に
い
た
ら
さ
る
と
こ
ろ
な
り
。

1
延
平
大
-
信
夫

2
延
平
大
-
誰

3
延
平
大
-
云

4
延
平
大
-
希

5
平

大
-
也

6
延
ー
え

7
延
平
大
-
忽

8
延
平
大
ー
お

9
延
平
大
1
を

10

延
-
受

11
延
平
大
-
更

12
平
大
-
不
至

13
延
平
大
-
庭

14
平
大
-
也

【第
三
段
】

繹
尊
出
現

大
師
誕
生
の
地
讃
岐
國
屏
風
の
う
ら
は
、
山
の
形

屏
風
を
な
せ
る
か
剰

に
、
す
な
は
ち
名
と
せ
り
。
大
師

か
の
山
に
し
て
を
こ
な
ひ
給
け
る
に
、
孤
峯
の
上
、
片

雲
の
中
、
尺
迦
如
來
顯
現
し
給
き
。
大
師
歓
喜
の
あ
ま

刎

、

そ

の
あ

り

さ

ま

を

か
き

と

・
め

て

、

い
ま

に
渕

所

に

劃
か
せ
給
N
り
。
其
後
、
こ
の
山
を
我
拝
山
と
も

な
つ
け
、
涌
出
の
た
け
と
も
な
つ
く
。

1
延
平
大
-
迦
如
来

2
延
平
大
-
浦

3
延
-
故

4
延
平
大
-
則

5
延
平

大
i
彼

6
延
平
大
ー
繹

7
延
平
大
-
鯨
に

8
延
平
大
i
其

9
延
平
大
1

と
め

10
延
平
大
ー
今

11
延
平
大
-
彼

12
延
平
大
1
お

13
延
ー
え

14
延

平
大
i
此

15
延
ー
名

16
延
-
名

【第
四
段
】

鍬
御
山

讃
州
鍬
御
山
八
國
寺
は
、
三
朶
峯
そ
は
た
ち
て
半

天
の
雲
こ
し
を
め
く
り
、
四
望
山
晴
て
八
國
の
境
眼
に

あ
り
。
む
か
し
大
師
こ
の
峯
に
修
行
し
給
け
る

に
、
五
柄

の
利
銀
そ
ら
よ
り
あ
ま
く
た
り
、
故
に
劔

の
御
山
と

い
ふ
。
金
剛
藏
王
顯
現
し
て
大
師
と
談
話
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塩出:平 間寺蔵 「高野大師行状図画」考53

し
給
ふ
。
彼
五
銀
を
も
て
巖
穴
に
う

つ
ま
れ
た
り
。

　

　

則
咽
央
峯
剥
鮎
し
て
藏
王
の
権
扉
斜
ぴ
引

く
。
大
師
み
つ
か
ら
千
手
観
音

の
霊
像
お
作

て
、
本
佛
と
し
て
精
舎
を
た
て
ら
る
。
蓮
宇

ヨ

コ　

　

バ
リ

も

と

ゐ
を

つ
ら

ね

、
松

房

の
き

お

な

ら

へ
た

り

き

。

か

の
寺

の
縁

起

に

の
せ

た

り

。

1
延
平
大
-
腰

2
延
平
大
i
廻

3
延
平
大
-
昔

4
延
平
大
-
此

5
延
平

大
1
る

6
延
1
す
な
は
ち

7
延
平
大
-
中
央
の

8
平
大
1
み
ね

9
延
平

大
1
を

ーo
延
平
大
1
を

11
延
平
大
-
開

12
延
平
大
1
を

13
延
平
大
1
ひ

14
延
平
大
-
軒

15
延
平
大
ー
を

16
延
平
大
1
た
り

17
延
平
大
-
彼

【第
五
段
】

善
通
寺
額

御
生
所
讃
岐
國
囲

風
淵
に
善
通
寺
曼
茶
羅

寺
と
て
大
師
経
始
の
伽
藍
あ
り
。
題
額
は
大
師
す
な

は
ち

か
き
給
N
り
。
昔
、
陰
陽
師
晴
明
こ
と
の
縁
あ
り

　

　

り

て
彼
國
に
下
向
の
時
、
よ
る
道
お
ゆ
く
に
、
相
具
し
た
る

使
鬼
神
火
お
と
も
し
た
り
け
る
か
、
善
通
寺

の

前
お
す
く
る
時
に
は
火
を
う
ち
け
ち
て
み
え
す
。
寺

を
す
き
て
の
ち
出
來
れ
り
。
晴
明
勘
獲
し
け

　

　
り

む

れ
は
、
こ
の
寺
の
額
は
四
天
ヨ
守
護
し
給
剤
か

剰

に
、
刻

を
な
し
て
週
を
か
N
た
る
な
り

と

そ

申

け

る

。

1
延
ー
屏
風
の
浦

2
平
大
i
則

3
延
平
大
-
書

4
延
1
え

5
延
1
む
か

し

6
延
平
大
-
事

7
延
-
有

8
延
平
大
1
り

9
延
平
大
1
を

10
延
平

大
-
行

11
延
平
大
1
を

12
延
平
大
ー
を

13
延
平
大
ー
過

14
延
平
大
ー
ナ

シ

ー5
平
大
-
見

16
平
大
-
過

17
延
平
大
ー
後

18
平
大
-
此

19
延
平
大

ー
ナ
シ

20
延
平
大
ー
ナ
シ

21
延
平
大
ー
故

22
延
平
大
ー
恐

23
延
1
み
ち

24
延
1
え

【第
六
段
】

生
朽
木

土
佐
國
に
一
の
釧

稠
あ
り
。
朽
木
か
ま
訓
調

う
く
し
て
、
行
人
つ
ね
に
た
ち
も
と
ほ
る
。
大
師

か
の
木
に
向
て
三
蹄
を
さ
つ
け
、
誓
願
し
て
い
は
く
、

朽
損
す

へ
か
ら
す
と
。
其
後
、
件
の
梯
な
か
く

牢
固
に
し
て
行
客
安
全
な
る
こ
と
を
ゑ
た
り
。

　

　

ワ
　

彼
轡
巴
か
盃
酒
を
哩
ハて
と
を
く
火
災
の
引

剰

を
す
く
ひ
、
趙
柄
か
枯
木
を
叩几
し
て

ふ
た

・
ひ
枝
葉
の
榮
を
ひ
ら
き
し
神
仙

　

わ
ロ　
　

ユ

釧
術
お
の
つ
か
ら
相
同
し
き
も
の
か
。

汝
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1
延
平
大
i
梯

2
平
大
ー

へ

3
延
-
危

4
延
平
大
ー
常

5

延
1
を

6

平
大
-
彼

7
延
平
大
-
授

8
延
-
云

9
延
平
大
ー
得

10
延
平
大
1
か
の

11
延
平
大
ー
遠

12
延
平
大
ー
憂

13
平
大
-
救

14
延
ー
ナ
シ

ー5
延
平
大
ー

ナ
シ

ー6
延
平
大
-
物

【第
七
段
】

天
地
合
三
字

播
磨
國
行
路
の
ほ
と
り
に
い
や
し
き
い
ほ
り
あ

り
け
る
に
、
大
師
や
と
を
か
り
給
ふ
。
老

媚
出
來

し
て
飯
刻
鐵
鉢
に
も
り
て
大
師
口
供
養
し

て
申
け
る
は
、
こ
の
は
ち
は
尺
尊

の
御
は
ち
な
り
。

婆
羅
門
僧
正
天
竺
よ
り
傳
來
し
て
行
基
菩
薩

り
に
さ

つ
く
。
妾
は
行
基
菩
薩

の
弟
子
の
僧
、
い
ま
た

出
家
せ
さ
り
し
時
の
妻
な
り
。
か
の
僧
、
こ
の
鉢
を

相
承
し
て
妾
に
さ
つ
け
て
い
は
く
、
後
代
に
聖
人

あ
り
て
、
な
ん
ち
か
家
に
や
と
る
へ
し
。
な
ん
ち
こ
の

　

　
り

む

鉢
剥
も
て
、
ふ
た

・
ひ
尺
尊
を
供
養
す

へ
し
と
。
今
、

幸
に
聖
人
に
あ
N
り
。
こ
・
を
も
て
其
志

を
あ
ら

　

に
　

　
　
　
　

に
　
　

は
す
な
り
、
と
申
け
り
。
大
師
そ
の
言
お
感
し
て

　

　

　

　

鉢
飼
う
け
給
て
の
ち
、
剃

か
た
め
に
天
地

合
の
三
字
お
柱
に
か
き

つ
け
給
ふ
。
そ
の
字
ふ

　

ら

　

め

　
　
　
　
　

ヨ

ヨ

か
く
染
て
け

つ
れ
と
も
う
せ
す
。
碧

あ

ら
ひ
て

　

　

ゆ
ド
　
　
　
　
　

ほ
　

　

の
む
も
の
は
も
ろ
く

の
病
い
え
す
と
い
ふ

rこ
と

な

し
。

1
延
平
大
ー
邊

2
延
平
大
-
宿

3
延
-
老
た
る

4
延
平
大
1
を

5
延
平

大
1
を

6
延
平
大
-
此
鉢

7
延
平
大
-
繹

8
延
平
大
ー
鉢

9
平
大
ー
也

10
延
平
大
-
授

11
平
大
ー
也

12
延
-
彼

13
延
平
大
-
此

14
延
平
大
ー
授

15
延
-
有

16
延
平
大
-
汝

17
延
平
大
-
汝
此

18
延
平
大
1
を

19
平
大
ー

二
度

20
延
平
大
-
繹

21
延
1
え

22
延
ー
そ
の
心
さ
し

23
平
大
-
顕

24

延
-
也

25
延
平
大
-
其

26
延
平
大
1
を

27
延
平
大
1
を

28
延
平
大
-
後

29
平
大
-
彼

30
延
-
為

31
延
平
大
1
を

32
延
平
大
-
書
付

33
延
平
大
-

其
後

34
延
平
大
-
削

35
延
平
大
ー
ナ
シ

36
延
平
大
-
洗

37
延
平
大
-
物

38
延
ー
ナ
シ

39
延
平
大
ー
事

【第
八
段
】

大
峯
修
行
事

大
師
、
南
山
大
峯
御
修
行
有
け
る
時
、
菩
提
心
論
尺
摩
詞
術

論
等

の
聖
教
を
自
力

・
せ
給
で
、
霞
巖
の
中
に
埋
せ
給
け
り
。

彼
峯

の
秘
所
に
て
至
剥
今
ま
て
故
實
の
先
達
は
傳
て
、
是
を

　

　

　

　

む

　

拝
事
に
て
こ
そ
劉

。
役
行
者
と
ヨ

に
御
契
瀾
し
て
、
今

代
ま
て
も
高
野

へ
か
よ
ひ
ま
い
ら
せ
給
也
。
其
時
は
異
香
山
に

み
ち
、
音
光
時

々
照
と
申
傳
た
り
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1
平
大
1
あ
り

2
延
平
大
i
ナ
シ

3
延
平
大
-
書

4
延
平
大
-
給
ふ

5

延
-
今
に
至

・
平
大
-
今
に
い
た
る

6
平
大
1
こ
と

7
延
ー
侍
れ

・
平
大
-

侍
け
れ

8
延
平
-
促

9
延
平
大
ー
殊

10
延
平
大
1
ふ
か
く

11
延
-
今
の

世

・
平
大
-
今
世

12
延
平
大
1
な
り

13
延
平
大
1

て
ら
す

14
延
1

つ
た
え

【第
九
段
】

小
児
活
生

和
泉
國
大
鳥

の
郡
に
や
も
め
な
る
女
ひ
と

り
の
男
子
を
も
ち
た
り
け
る
を
狼
に
く
ら

は
れ
て
死
門
に
入
ぬ
。
そ
の
母
、
地
に
ふ
し
天
に

側
て
実
泣
哀
働
す
。
大
師
劉

て
蘇
生
究

(以
下
欠
)

1
延
平
大
-
其

2
平
大
-
臥

3
延
1
あ
ふ
き

4
延
平
大
-
哀

5
延
平
大

1
を
桶
し
給
に
忽
然
と
し
て
よ
み
か

へ
り

て
身
躰
安
全
な
り

(平
大
は
末
尾
の

「な
り
」
を

「也
」
と
す
る
)

【第
十
段
】

知
牛
語

撮
州
住
吉
浦
に
て

一
の
積
、
大
師
を
見
た

て
ま

つ
り

ほ
ゑ
け
る
に
、
大
師
こ
う
し
に
向

て
、
汝
か
心
に
ま
か
す

へ
し
、
と
仰
ら
れ
け
る

を
御
弟
子
あ
や
し
み
て
問
た
て
ま

つ
る
に
、
ふ
る

き

を

ひ
物

わ

き

ま

ふ

へ
し

や

い
な

や

、

と

鳴

そ
、

と

の
給

け

り

1
延
-
奉

・
平
大
-
奉
り

2
延
平
大
i
吠

3
平
大
ー
こ
こ
ろ

平
大
-
奉

5
延
平
大
ー
負

6
平
大
-
弁

7
延
平
大
-
な
く

【第
十

一
段
】

日
想
観

四
天
王
寺
の
西
門
に
し
て
大
師
日
想
観
を
修

し
給
ひ
し
に
、
蒼
海
雲
に
つ
ら
な
り
、
赤
日

波
に
映
し
て
、
迷
悟

一
如

の
観
た
ち
ま
ち

に
ほ
か
ら
か
に
、
自
畳
本
初
の
源
す
み
や

か
に
ひ
ら
け
て
、
五
智
の
寳
冠
頭
上
に

顯
現
し
、
三
密
頓
謹
眼
前
に
掲
焉
な
り
。

1
延
平
大
ー
ナ
シ

2
大
ー
ナ
シ

3
延
平
大
ー
忽

【第
十
二
段
】

龍
泉
涌
水

河
内
國
龍
泉
寺
本
願
刃
臣
、
伽
藍
詞
た
て
む
と

し
給
ふ
に
、
こ
の
地

の
勝
形
あ
ひ
か
な

へ
り
と

い
へ
と
も
、
往
古

の
池
あ
り
、
悪
龍
な
か
に
す
む
。
人
民

4
延

-

奉

る

・
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つ
ね
に
害
剥
う
け
、
村
間
み
な
～

　

　

む

　

あ
り
。
愛
力
臣
冠
帯
飼
着
し
劔
笏
お
た

・
し
う

ド

し
て
、
目
し
は
ら
く
も
ま
し
ろ
か
す
、
池

の
底
を
み
る

冒

七
日
七
夜
、
そ
の
時
、
龍
王
人
の
碑

を
現
し
て

　

　

　

田
く
、
ガ
臣
猛
利
の
誓
願
ぱ
な
は
た
う
ご
き
か
た
し
。

　
り

　

　

我
い
か
て
か
仏
法
の
威
験
に
か
つ
へ
き
や
と
、
則

本
形
に
複
し
て
響
ぜ

こ
し
計

去
ぬ
。
貯

よ
り
池
水
奮

て
土
石
う
る
ひ
な
し
。
水
耕

レ隔

つ
る
事
十
絵
里
、
寺
院
お
建
立
す
と
い

へ
と
も

僧
徒
住
持
に
た

へ
す
。
大
師
加
持
し
給
時
、
本
龍

　

　

り

　
　

ロ　

　
　
　
　
　

法
味
を
感
し
て
忽
に
慈
心
を
お
こ
し
、
奮
池
に

ド

蹄
來
て
清
泉
を
わ
か
し
出
す
。
其
流
た
え
す
し

ド

て
、

い
ま
に
溝
援
た
り
。
伍
、
龍
泉
寺
と
号
す
と

閤

。

ま

ち

29
延
-

獲

30
延

平

大

1

い
た

31
延

平

大

ー

ナ

シ
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1
延
-
太

2
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平
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延
1
た
ち



「高
野
大
師
行
状
図
画
」
第
六
巻

塩出 平間寺蔵 「高野大師行状図画」考57

第 一・段 「恵 日草 創 」

美術館本 「恵日寺草創」
　　　 　 　　 へや ま

騨 驚 屡,

慧 警1

図1-1

博

〆
!

勘

認

、

駄
ぎ

ヂ

ノ

脇

ー

ジ貯織 霞轡灘 懲灘 鰍 函 歓、 ・

　 ユ　 　 　　　ヰ ド　 　　　　ヨ

騨薩藩穿講蓉饗
輪 藩縫麟1熱課

㍉ 、識 塗藝 絶

聖

〆 穿

蒋

難:,

図1-3平 間寺本 「恵 日寺草創」

慨難
璽

嚢

、砂
ワ

図1-4大 蔵寺本 「恵 日寺草創」

 

.
図
1
1
1
～
図
12
1
4
は
、
白
鶴
美
術
館
本

・
延
暦
寺
本

・
平
間
寺
本

・
大
蔵
寺
本
の

「高
野
大
師
行
状
図
画
」

か
ら
第
六
巻
の
図
を
抄
出

し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り
左
右
端
を
若
干
切
り
落
と
し
た
場
合
が
あ
る
。

.
最
上
段
に
は
白
鶴
美
術
館
本
の
目
次
に
よ
る
事
蹟
名
称
を
掲
げ
、
各
図
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
は
各
本
の
各
段
標
題
を
示
し
た
。
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第三段 「繹 尊出現」

「繹尊出現」

「繹迦如 来出現」

「繹迦如来出現」

「繹迦如来 出現」

で

属

{

{

8

イ

嚇

♂
「

し

ー

ー

署

㈱
碧
ゐ
客

ζ乏
ゑ

絶

藤

麟

総 合 研 究 所 所 報 58

第二段 「露山結界」

二
匡

'
8
ト
,
輸匙

図2-1白 鶴美術館 本 「露山寺結界」

プ
{

図2-2延 暦寺本 「露 山寺結界」
　　 　 　や めノの を ぽ 　

鶏副鞍 薫ゾ擁

擁 爆艇
図2-3平 間寺本 「露 山寺結界」
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図2-4大 蔵寺本 「露 山寺結界」



59 塩出:平 間寺蔵 「高野大師行状図画」考

第四段 「讃州劔山」

図4-1白 鶴美術館本 「劔御 山」
　い　 　ゆ　ゆ　い　　 ぐ

講鞭 ご.
-1騨 藩 鋼鳥魂 ゼ 墨

図4-2延 暦寺本 「銀御 山」

籍 くrよ κ Ψ ザゴ キ ま
4u

　ナ も0.

・ ・ 秘
ヂ ド弓 惣

壽ヤ

図4-3平 間寺本 「劔御山」

毒

憲
蓼

り

.

、

へ

'

図4-4大 蔵 寺 本 「劔 御 山 」
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雪

欝

図3-1白 鶴美術館本

な ぷ ヨポ
ヤ ベ も エヌ ギち が ち

S
or

r

・曽 諮 歩 ・ ∵ 詳 黛 織 ㌧ 惣

織"r隈 擁

爵3
8£"噌

£

図3-2延 暦寺本

図3-3平 間寺本

萌 軌 内脚 郷 身

図3-4大 蔵寺 本



総 合 研 究 所 所 報 60

第五段 「善通寺額」

羅さ織1繕醸

辱濃蕪
図5-1白 鶴美術館本 「善通寺額」

図5-2延 暦寺本 「善通寺額」
　 　

薩溜
図5-3平 間寺本 「善通寺額」

鐸/
ノ 毒

藁 奪
弘

ー

図5-4大 蔵寺本 「善通寺額」
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61 塩出:平 間寺蔵 「高野大師行状図画」考

第七段 「天地合字」

図7-1

㌧ 勲

白 鶴 美術 館 本 「天 地 合 三 字 」

饗 ∴ 、 》

aea>1aJゴ 騨
≧ 餌

第六段 「土州朽橋」

図6-1白 鶴美術館本 「生朽木」

鱗難
湘 捗 ビ

図7-2

夢 ・

総

.ど

.ヤ麺

_歪 幽

護
/

ノズ

、 〆 〆
ボ

延暦寺本 「天地合三字」

塁1

と∴
1ド ～ 　

ン
1矯響ダ

慈概 劃準

講癬鎌
瀞 嚇 桑曝1獅3
図7-3平 間寺本 「天地合三字」

鑑錘

釧
即

鱗
ー
轟

顎
薄

林
・

図7-4大 蔵寺本 「天地合三字」

-182一

図6-2延 暦寺 本 「生朽 木」

ll軸學
、二轟 ド轡}

_蓋 み ご
図6-3平 間寺本1生 朽木」

騰1
曝 蜜

署 、侵で 、

図6-4大 蔵寺本 「生朽木」



総 合 研 究 所 所 報 62

第九段 「小児活生」

(白鶴美術館本 欠)

1誰 纒灘 磯

嘆欝麟
§

図9-2延 暦寺 本i小 兄活 生」

図9-3平 間寺本 「小児活生」

第八段 「大峰修行」

図8-1

蕪擁 欝難欝

隔
鯖謙

鈎ン ∴濾 勲

-

鰍 諏

饗醸 馬 、
ぎ さ

雀 簸 》

撫 闇/逡
≧ 一,

,ぽい,諦 腱

図9-4大 蔵寺本 「小児活生」

診
蓼

白鶴美術館本 「大峰修行事」

1懇響
爵ep?3し 如 ・

鑛齢
葺 鐸 細 憲

図8-2延 暦寺本 「大 峰修行事」

塊 ギ 誤 ＼

図8-3平 間寺本 「大峰修行事」

/N醸 纏織鞭蜘

為∴ 磯
鷲 騨∫

図8-4大 蔵寺本 「大峰修行事」

一181一



63 塩 出:平 間寺蔵 「高野大師行状図画」考

第十一段 「西門 日想」

図11-1白 鶴美術館 本 「日想観」

rARF∵蟻難 馨鷲 ∵
肇

轟重群

擢
イ

犠
バψ

講

般 ㌶藪ノ

薪 典灘
鐙

図11-3

1

麟
騰

蔦

2

}ぶ

鈴
釦

ボぎ

㍉
阜
山

戦
ぎ

、

惑

蔀
穏
ギ曝

メが調爵も㌧ぜ藤
鍮椀詳

図11-2延 暦 寺 本 「日想 観 」

ぽ や
ゆatば

騨 購鞭騨 …脚一 一.轡 鵜磯

一 ・ 夢
届 岬

響 ㌦ ・顎lJA」 ノ
轡/

瓦灘

叢
!f�「 ノソ『ハノ め 艦

平 間寺本 「日想観」

図11-4大 蔵寺本 「日想観」

第十段 「了知牛語」

図10-1白 鶴美術館本 「知牛語」

灘 翻・ 鼻 醸 や㌦ 勤

エ ウ ゑ ぜ　 み ぬ ヌ
セ らn+ホ は ギ ゴ

ガバd、 葬〆 しい ・ 珂
訊 ㌔ ゲ`席甥

図10-2延 暦寺本 「知牛語」

図10-3平 間寺本 「知牛語」

図10-4大 蔵寺本 「知牛語」
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総 合 研 究 所 所 報 64

第十二段 「龍 泉涌出」

シ

吋

董

蚕

き

窪

葵

塁

毒

彗

図12-1白 鶴 本 「龍 泉涌水」

秘騰 磐

〆 蹄零:
唖 嘱 秘

秘 勘 選

施 け 、nもゆ レ

謹Zd

図12-2延 暦寺 本 「龍泉涌水」

1鱗騨鱗譲羅 鋳 瀦 幽 轟 一… 畷

叢狸陰
図12-3平 間寺 本 「龍 泉涌水」

図12-4大 蔵寺 本 「龍泉涌水」
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65 塩出 平間寺蔵 「高野大師行状図画」考

OnthekoyaDaishiGyojo-e
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